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2020 年度事業報告（大学） 

１．基本方針 

本学の教育理念は「リベラルアーツ教育」、「グローバル教育」、「キャリア教育」を三本の柱とし、「リベラルアーツ教育」においては、キリスト教に立脚した人格教育により冷静な判断力を備えた「ぶれない個」を育む。「グローバ

ル教育」においては、自己の意思を明確に表現し積極的に討論できる論理的思考力を涵養し、それを積極的に伝達し得る言語力を養成し、海外研修などを通して国際感覚を取得する。「キャリア教育」においては、女性の全生涯にわ

たって活躍できるライフキャリア概念を構築し、地域社会並びに国際社会に貢献できる女性の育成を目指す。 

2012 年度の大学改組以来、国際教養学科は恒常的に定員割れを起こし、厳しい状況に陥り、また人間生活学部においても少子化及び他大学での同系列学科設置の影響から改革を迫られる状況に直面した。そこで 2014 年から地方の

小規模女子大学としての存続発展の可能性を模索研究し、法人・大学が一体となって大学再改革に取り組み、遂に 2018 年度から新体制でスタート出来るところまで改革を進め、新設の人文学部では定員の 1.3 倍を確保することがで

きた。 

広島女学院ならではの「ライフキャリア教育」へ舵を切り、2018 年 4 月より、人文学部・人間生活学部・共通教育部門に再編し、共通教育部門にはライフキャリア科目を 45 科目設置する等、「女性の一生涯」を視野に入れた改革を

実現させ、恒常的な定 員割れを克服することができた。 

共学化が進む中、「本学の女子教育にかける情熱と使命」を理解していただくために全学が一つとなって取り組み、入試においても広報戦略を刷新し、定員確保を安定させるべく努力する所存である。 

一生涯の大学としてのコンセプトのもとにエンパワーメントセンターを開設し、「広島経済同友会との包括的連携」を 2017 年に締結し、女性活躍時代に貢献できる学生を育てるとともに、卒業後も人生の節目々々に戻ってリフレッシ

ュできるように新しい展開をスタートさせ、さらなる発展に向けて邁進する。 

２．具体的アクション 

2020 年度事業計画 目標達成のための手段等 具体的な目標（数値目標） 執行状況 課題と対応 

【大学全体】 

〇改組後の定員確保の確立 

・安定して入学定員が充足できるように入

試制度、入試日程の見直し。入試広報、入試

渉外の戦略を立てて実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇キャンパスの活性化 

・教職員と学生との距離が近いことを本学

の長所に位置づけ、キャンパスの活性化に努

 

 

 文科省による 2021 年度の大学入試実施要項

の大幅な見直し指示を受け、入試委員会が主

体となって本学の入試内容の変更・改善を行

う。そしてその内容をふまえた入試広報、入

試渉外を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学生、特に新入生に教職員の顔と名前を覚え

てもらい、早く大学に馴染んでもらう目的で

 

 

・各学部、学科の入学定員を充足し、最終

的に入学定員 330 名以上を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度は、教員は 4～5 月の 2 ヶ月間

の着用、職員は原則通年着用で試行す

 

 

・コロナ禍で年度当初に計画した入試広報活動が

大幅変更を余儀なくされた。代替手段として

Web、オンラインなどの手段を駆使して対応し

たが、入学者は 261 名に留まった。 

 

・学長による入学定員確保に向けての取り組みと

して、例年オープンキャンパスにおいて「保護

者対象学長講演」、「サロン・ド・ミナト」で

の個別対応を行っていたが、今年度はコロナ禍

により実施ができなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

・4～5 月の授業が全面的に遠隔授業となったため

ネームホルダーの着用徹底は見送ることとし

 

 

・コロナ禍においても感染防止対策を講

じて極力対面式でのオープンキャンパ

ス、オープンセミナーの開催を目指

し、本学の特長を直接アピールし志願

者増につなげる。 

・入試内容（日程、枠組み、入試科目）

を見直す。 

・2018 年度改組から 3年間の教育成果

と課題を検証しており、早急に訴求点

をまとめ入試広報（特に 6月開催予定

の高校進路指導教員に対する入試説明

会）に組み込む。 

・長期にわたる大学構内の諸工事が終了

し、6月までにはバス停も整備され

る。キャンパス環境・利便性の向上も

受験生、高校へ訴求する。 

 

・前期の遠隔授業アンケートの内容を情

報管理委員会が中心となって整理し、
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める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育理念の実現 

・理念に基づいた教育を推進するために

FD 活動をより活性化する必要がある。そ

のために FD 研修のあり方を見直す。 

教職員のネームホルダー着用の徹底 

 

 

 

 

 

 

・あやめ祭実行委員会の活動促進により、学生

有志や教職員に広く募り、多数の模擬店出店

を促す。 

 

・2019 年度に引き続き FD 研修を充実させる。

特に DP、CP に沿った教育、単位の実質化に

関するテーマを中心に実施する。大学院のFD

研修は学部とは別途に実施する。 

る。 

 

 

 

 

 

 

・あやめ祭の模擬店の出店数を 2019 年度

並み（30 店）とする。 

 

 

・学部の FD 研修は 3 回以上、大学院の

FD 研修は 1 回以上実施する。 

た。なお、学生へのケアとして、4～5 月の期

間、2 週間に 1 回の頻度でチューターが学生に

メール、電話等でコンタクトをとり、生活状況

の把握や諸々の相談を受ける機会を持った。後

期にはほとんどの授業において対面授業を再開

できたが、12/18 以降、コロナ感染症再拡大に

伴い再び遠隔授業を主とする体制に戻った。 

・あやめ祭は中止に決定した。 

 

 

 

・コロナ禍で研修のスタートが遅れたが、9/16 に

第 1 回の FD・SD 研修を開催した。その後、

FD・SD 研修は 12/18，3/10 の計 3 回を、FD

研修は 10/26，1/6，1/7(2 回分)の計 4 回を実施

した。FD 研修のうち 2 回は単位の実質化に関

する研修内容とした。 

12 月に学生に公表した。さらに遠隔

授業に関する課題を整理し、課題への

取り組み方針と取り組み状況を学生及

び教員へ公表した。 

 

 

 

 

 

 

 

・FD 研修ではコロナ禍の授業改善対応

として、遠隔授業に関する情報交換や

演習を実施した。今後も継続的に実施

する必要がある。 

・単位の実質化に関するテーマも継続す

る必要がある。 

【教員組織編成】 

〇改組に伴う教員組織の確立（教員数の決

定） 

・大学の安定経営と教育の質保証のため基

準となる教員数を決める。 

 

 

 

 

・2018 年度に行った改組後の状況を考慮しつ

つ、将来計画委員会を主体として学部・学科

の定員および教員配置を見直していき、

2020 年度内に基本的な教員数を決定する。 

 

 

 

・2020 年度内に決定する。 

 

 

 

・文科省及び厚労省、国交省等の養成課程の設置

基準、教職免許関連の教員配置を考慮しつつ、

12/23 将来計画委員会、1/27 全学人事委員会の

議を経て大学の教員数は 52 名（助教 4 名を加

えて 56 名）とした。 

 

 

 

・2021 年度には、教職課程の事後調査

への対応が必要である。 

【大学運営】 

〇認証評価改善報告（2022 年 7 月提出予

定）への対応 

・単年度で対応できるものと中長期的視点

で対応すべきものとに分けて評価を行う。 

 

 

 

 

・2019 年度までに対応が未完了の事項につい

て内部質保証委員会が主体となって順次対応

していく。 

 

 

 

・2019 年度までに対応が未完了の改善課

題のうち、当面の対応で処理できる課題

は 2020 年度内で処理する。一方、入学

定員確保および財務改善については、継

続的な対応が必要なため、中長期的な視

点もふまえて評価する。 

 

 

 

 

・総合研究所、及び各センターの分掌と組織配置

の整理は将来計画委員会で検討を開始したが、

継続して検討が必要な事項である。 

・CP、DP と学修の成績評価、成績分布の分析、

及びルーブリックとの関連性の整理は、FD 研

修を中心に継続して取り組んでいる。 

・Wi-Fi 環境の整備は単年度ごとに予算範囲内で

順次改善を図っている。 

 

 

 

・問題点の共有はできたので新学長着任

後に検討を再開する。 

【エンパワーメントセンター活動】 

・女性の一生涯をサポートするエンパワー

メントセンターの充実をはかり、卒業生が

 

・エンパワーメントセンターを大学の組織図の

中に位置づけ、更なる充実を図る。 

 

・2020 年度末までに組織図の中にエンパ

ワーメントセンターを位置づける。 

 

・2020 年 4 月 1 日にエンパワーメントセンター

が組織図の中に位置づけられた。 
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生涯にわたって大学と関わりを持ちなが

らライフキャリアを築いていける体制を

強化する 

 

・広島経済同友会との連携事業の実施 

 

 

 

 

 

・広島経済同友会との連携事業の１つにある

「女性のキャリア育成に関する事項」の取り

組みとして、学内外における講演活動等を展

開する。 

 

 

 

 

・エンパワーメントセンターの活動とも関

連させた地域を含めた講演等を 2020 年

度中に 1 回以上実施する。 

 

 

 

 

・新型コロナ感染症が収束せず開催できなかっ

た。 

 

 

 

 

・来年度から、広島経済同友会等の企業

の協力を得て、卒業生を対象に、講演

会（対面）、セミナー（オンライン）

の実施を予定している。 

【国際教養学部・国際教養学科】 

・就職支援の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・卒業延期者を最小限にとどめることと、

次年度の開講科目の選定 

 

 

 

・就職課と連携して、４年生に対して、きめ細

かい就活支援を行う。進路登録票の提出状

況、就職課との個別面談状況、就職活動及び

就職内定状況を学科として把握し、問題があ

ればすみやかに学科として対応する。そのた

めに、就職委員会委に国際教養学科主任が入

り、他に国際教養学科からは、ビジネス分野

の専門の先生に引き続き、委員になっていた

だく。 

・学科会において、審議報告事項に常に「学生

関連」を設け、就職に限らず、学生の情報に

ついて、情報共有を密 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・卒業延期者を最小限にとどめる。そのため

に、ゼミ生へのきめ細かい指導を行う。卒業

延期者には、面談を行い、今後に向けてのケ

アを行う。 

 

・国際教養学科の学生の最後の一人が卒業する

まで、卒業や資格取得に必要な授業を確保す

ると同時に、開講科目数が過度にならないよ

うに、教務課と連携を取りながら、閉開講科

 

・2019 年度と同程度かそれ以上の、就職

率、実就職率を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

・ＣＡ、ＧＳ、教員、公務員など、難関と

いわれる職種への就職をはじめ、全体的

に質の高い就職を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・留学や体調不良の諸事情から、数値は設

定できないが、できるだけ最小人数の卒

業延期者に留められるように努力する。 

 

 

・卒業延期がすでに決まっている学生や卒

業延期になりそうな学生については、教

務課との情報共有を密に行い、学科会で

必ず情報共有し、前後期のオリエンテー

 

・新型コロナの影響による企業の業績悪化なども

あり、2020 年度の就職率は 91.1％、実就職率

は 82.0％であった。 

（昨年度の就職率は 96.7％、実就職率 89.8％で

あった） 

 

 

 

 

・新型コロナの影響で、CA、GS、教員など、募

集・採用状況に大きな変化が生じた。また、採

用方法もオンライン化などの変化があり、対応

が迫られている。引き続き、それぞれの職種の

動向を見据えながら、就職課と連携して就職支

援を進めて行く。 

・前期は新型コロナの影響でオンライン中心の指

導になった。その分、後期オリエンテーション

で丁寧なチューター面談指導を行い、学生の状

況を踏まえ、その情報をもとに個別に対応し

た。 

 

・卒業延期者は 11 名である。 

10 月以後は、対面指導が可能になったので、丁

寧に面談を行い、卒業延期者減に努めた。その

うえで 2021 年度の閉開講科目を適切に選定

し、国際教養学科だけの科目を作らず、新カリ

キュラムの専任教員担当科目との読み替えによ

って対応できるようにした。 

 

・コロナによる企業の業績悪化により、

新規採用を見合わせていることに加え

て、学生もなかなか学校に来られず対

面式の指導が難しいという環境の変化

に主たる原因があると考えている。学

科としても、この事態を重く受け止

め、各チューターから、就職未決定の

学生に対して声掛けをしている。一時

は連絡もつながらない学生もいたが、

教員の声掛けによってそれは解消され

ている。ただ、引き続き厳しい就活状

況が続いているので、最終的に昨年の

就職率、実就職率に近づけられるよ

う、学科として、一層、学生への声掛

けを行っていく。当面は、卒業式を対

面の最後のチャンスと考えて、その機

を逃さず、就職先未決定の学生に対し

て、チューター面談をしっかりと行

う。 

 

 

・卒業延期の理由は様々なので、引き続

き、チューターを中心に日ごろの声掛

けを行っていく。特に、不登校で、卒

業必要単位を多く残している学生に関

しては、教務課、学生課、学科の連携

と情報共有が重要なので、まずは、新

年度のオリエンテーション面談を必ず

行い、その後の授業出席等を注視しな

がら、問題があれば、学科として対応
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目の選定を行っていく。 ション時の学生面接以外にも、特に後期

のチューター面接を、必ず月に１回は行

い、その結果を学科会で報告する。 

する。 

・2021 年度の閉開講科目については、

今後、個々の学生の状況に応じた履修

指導を行う。 

【人文学部】 

・「ぶれない個」を形成する教育の確立 

・「多様な価値観・生き方」を形成する教育

の確立 

・「寛容と協働の精神」を育成する教育の確

立 

 

 

 

 

・一生涯を視野に入れた教育プログラムを

構築し、自らライフキャリアを築いてい

くための基礎力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)教育理念の実現 

 DP1(ぶれない個)の確立のために設けた「人

文学入門」「キャリア・スタディ・プログラム

Ⅰ～Ⅲ」を通して、ぶれない個の確立を目指

す。また、DP2(多様性) や DP3(寛容と協働)

の確立のために設けた各学科の専門科目、海

外研修、フィールドワークを通して、多様な

価値観・生き方を形成するとともに、寛容と

協働の精神を育成する。  

 

(2)ライフキャリア教育の構築 

 ライフキャリア科目や「キャリア・スタデ

ィ・プログラム」Ⅰ～Ⅲを通して、自らのラ

イフキャリアを築いていくための基礎力を育

成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)(2)の数値目標 

「人文学入門」「キャリア・スタディ・プロ

グラムⅠ～Ⅲ」のいずれにおいても、ルー

ブリックの 3 つの到達目標がそれぞれ平

均 2.5 以上になるようにする。また、授業

評価アンケートの「この授業を理解でき

た」という項目について「そう思う」と「強

くそう思う」の合計が 70％以上になるよ

うにする。 

 

「人文学入門」 

到達目標 1 人文学に興味・関心を持てる

ようになる。 

到達目標 2 人文学の基礎知識を身に付け

る。 

到達目標 3 人文学の方法を身に付ける。 

日文「キャリア・スタディ・プロクラムⅠ」 

到達目標 1 時事問題を扱った文章を読

み、内容を理解することができる。 

到達目標 2 ワークルールについての基本

的知識を身に付けている。 

到達目標 3 時事問題やワークルールにつ

いて自分の見解を持ち、他者に伝える

ことができる 

日文「キャリア・スタディ・プロクラムⅡ」 

到達目標 1 調査・分析ができるようにな

る 

到達目標 2 表現することができるように

なる 

到達目標 3 企画・創造することができる

ようになる 

日文「キャリア・スタディ・プロクラムⅢ」 

到達目標 1 時事問題を扱った⽂章を読

み、内容を理解し、他者に伝えることがで

きる。 

(1)(2)の執行状況 

授業評価アンケート結果 

「人文学入門」の「この授業を理解できた」という

項目について「そう思う」と「強くそう思う」が 75％

と目標値 5 ポイント上回ることができた。(昨年比

+3 ポイント)日本文化学科の「キャリア・スタディ・

プログラムⅡ」も、72％であり、目標値を 2 ポイ

ント上回ることができた。国際英語学科の「キャリ

ア・スタディ・プログラムⅡ」も、7 クラス中 4 ク

ラスが目標値を達成できた。目標値を達成できた

クラスの数値は、いずれも 80％以上であり、この

うち 100％のクラスが 2 クラスあった。達成でき

なかったクラスについては教員の健康状態による

ところが大きかった可能性がある。 

日文の「キャリア・スタディ・プログラムⅠ」の「こ

の授業を理解できた」は、a クラスが 95％、b クラ

スが 85％でともに目標値を上回った。「キャリア・

スタディⅢ」についても、89％で目標値を上回っ

た。 

国際英語学科「キャリア・スタディ・プログラムⅠ」

は、7 分級のうち 5 分級が目標値を上回った。また

このうち 4 分級は、100％であった。「キャリア・

スタディ・プログラムⅡ」についても 7 分級のう

ち 5 分級が目標値を上回った。このうち 1 分級は、

100％であった。 

到達目標結果 

「人文学入門」は、到達目標 1 が 2.9、到達目標 2

が 2.8、到達目標 3 が 2.4 であり、到達目標 3 以外

は目標数値を上回る達成できた。到達目標の 3 に

ついては、次年度、「研究方法」にも関心を持って

もらえるような教室活動が望まれる。 

日本文化学科の「キャリア・スタディ・プロクラム

Ⅰ～Ⅲ」の到達目標の達成度評価は、すべて 2.5 以

上であり、目標数値を達成できた。 

・キャリア・スタディ・プログラムⅠ(日) 

「人文学入門」の授業評価が徐々にあが

ってきた。「キャリア・スタディ・プロ

グラム」についても、一定の成果が確認

できる。今後も引き続き文化を通して生

き方を学ぶ教育、社会の中の自己を確立

するための教育に力を注いていく。 

 

フィールドワークは、海外での実施は無

理でも国内であれば、方法を工夫して実

施することが可能である。次年度もコロ

ナ感染対策を行った上で地域の多様な文

化を学ぶ教育を行っていく。 

 

退学者数は、前年度より低く抑えること

ができた。次年度も引き続き、以下を徹

底する退学者数を抑える。 

① 問題を抱えている学生についての関

係者間での早期の情報共有 

② 問題を抱えている学生の家族との情

報共有 

③ 問題を抱えている学生の家族への応

援要請。 

④ 問題を抱えている学生についての特

性理解。 

⑤ 問題を抱えている学生の特性に合っ

た配慮と支援。 

 

残念ながら人文学部全体として入学定員

を満たすことができなかった。3 月に人

文学部在学生アンケートを実施し、各学

科長にその結果を伝え、今後の学科運営

の参考にしてもらうよう伝えた。 
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・2021 年度の完成に向けて教育課程を着実

に履行し、大学及び各学部各学科の教育

目標を確実に達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)全学改組の着実な履行 

授業評価アンケート結果や外部試験結果等の

データに基づき、質の高い教育が提供できて

いるかをチェックし、問題があれば、学科

会、幹部会で情報共有し、改善策を考える。 

 

 

 

 

 

 

到達目標 2 社会や企業のしくみ、仕事の

やりがいについて理解している。 

到達目標 3 仕事」と「人」に関わる文章

を書くことができる。 

英語「キャリア・スタディ・プログラムⅠ～

Ⅲ」※7 分級のうち 4 分級に共通する目

標 

到達目標 1 スピーキングによる英語での

コミュニケーションを効果的に行うこ

とができる。 

到達目標 2 ライティングによる英語での

コミュニケーションを効果的に行うこ

とができる。 

到達目標 3 それぞれのキャリア・ルート

に関するリサーチを効果的に遂行する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)の数値目標 

2020 年より始まる GPS-Academic のう

ち、学部・学科の DP と関わる項目につい

て全国平均を上回るようにする。また、国

際英語学科は TOEIC500 以上の学生の割

合を増やす。日本文化学科は、日本語検定

2級(大学卒業以上レベル)以上の合格者を

4 名以上出す。 

 

 

 

 ① ② ③ 

学期末 3.3 3.0 3.0 

・キャリア・スタディ・プログラムⅡ(日) 

 ① ② ③ 

学期末 3.2 3.0 3.0 

・キャリア・スタディ・プログラムⅢ(日) 

 ① ② ③ 

学期末 3.2 3.1 3.0 

国際英語学科の「キャリア・スタディ・プログラム

Ⅰ～Ⅲ」の到達目標の達成度評価も、統一到達目標

を設定している 4 分級について、すべて 2.5 以上

であり、目標数値を達成できた。 

・キャリア・スタディ・プログラムⅠ(英) 

 ① ② ③ 

学期末 2.5 2.5 2.7 

・キャリア・スタディ・プログラムⅡ(英) 

 ① ② ③ 

学期末 2.8 2.8 2.8 

・キャリア・スタディ・プログラムⅢ(英) 

 ① ② ③ 

学期末 2.6 2.7 2.8 

海外フィールドワーク科目の「海外研修Ⅰ～Ⅲ」は

新型コロナ流行のため、実施できなかった。しか

し、国内フィールドワーク科目の「地域連携文化セ

ミナーⅠ」「地域連携文化セミナーⅡ」「日本語フィ

ールドワークⅠ」「日本語フィールドワークⅡ」の

4 科目は、実施することができた。 
 

(3)の執行状況 

GPS-Academic では「問題解決」と関わる「思考

力」「姿勢・態度」「経験」の 3 項目が測定された。

学科別の平均値は以下の通りである。 

(1 年生) 

 全学 英語 日文 

思考力 38.4 38.9 39.2 

姿勢・

態度 

47.9 50.5 45.5 

経験 56.8 60.6 53.4 
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・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な

学習成果を達成する。 

 

 

 

 

・学科定員確保へ向けての取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)諸活動に関する方針の履行 

 定期的に学科会、幹部会を実施し、課題共

有、課題改善の取り組み、取り組みの成果の

検証を継続的に行う。 

 

 

・国際英語学科においては、次年度より新たに

に導入する総合英語学習サポートシステム

STARS Program について、高校訪問等を通じ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)の数値目標 

 情報共有と課題改善のために、各学科と

も月 1 回以上の学科会(休業期間を除く)

を開催する。また両学科長と学部長から

なる幹部会を定期的に行う。 

 

・国際英語学科目標値 入学者数 65 名(入

学定員 65 名) 

 日本文化学科目標値 入学者数 48 名(入

(2 年生)※（）は前年度 

 全学 英語 日文 

思考力 39.2 40.0 40.8 

姿勢・

態度 

47.9 48.4 44.7 

経験 57.2 59.7 

(51.5) 

54.5 

(53.9) 

GPS アカデミックは、問題解決能力に関するもの

であるが、1 年生、2 年生ともに国際英語学科はす

べて全学平均を上回っており、問題解決能力が全

学的にみると高いことが伺える。一方、日本文化学

科は、「思考力」は全学平均を上回っていたが「姿

勢・態度」と「経験」は全学平均を下回っていた。

この部分をのばすことが課題である。なお、全国平

均のデータが得られなかったので全国平均とは比

較できなかった。 

国際英語学科では、STARS Program の証明書を 9

月の後期オリエンテーションで授与。対象者は 1、

2、3 年生合計で 38 名。 

星 3(TOEIC 500 英検２級)23 名。星 4(TOEIC 

600)12 名。 

星 5(TOEIC 800 英検準１級)3 名。 

日本文化学科では、6 月の日本語検定が中止となっ

た。11 月は、学内会場は中止となったが学外会場

は実施された。準 2 級以上の合格者を対象とする

検定料給付制度について案内を行った。今年度の

給付申請はなかった。コロナの関係で学内での試

験が実施できなかったことが大きく影響してい

る。 

 

(5)の執行状況 

各学科ともオンライン、オフラインでの学科会を

実施。 

4 月 9 月に開かれた大学評議会の後人文学部幹部

会を実施。各学科の状況についての情報交換を行

い、課題を共有し、改善に努めることを確認した。 

国際英語学科ではコロナ感染拡大のため高校訪問

が中止になり、STARS Program について高校教員

に説明することができなかったが、オープンキャ
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て、高校の先生方や生徒に関心を持ってもら

えるように丁寧に説明を行い、関心を促す。

同時に、プログラムの成果を出し、報告する。

その際、前半型入試に焦点を置いている高校

と後半型入試に焦点を置いている高校の意識

やニーズの差を意識し、それぞれの高校に合

わせた成果の見せ方、説明の仕方を行う。ま

た、不本意入学者やレベルが低～中の在学生

に対し、ポジティブな気持ちで勉強できるよ

うな取組を継続的に考え、退学者の数を抑え

る。 

・日本文化学科においては、次年度より新たに

導入する「日本語検定受験料給付制度」を活

用し、在学生の日本語力を向上させ、その成

果を高校側に示していく。また、次年度から

入試制度が変わり、前半型入試では表現力に

重点が置かれることになり、自己表現の苦手

な高校生の獲得が難しくなることが予想され

る。その問題点を克服するために、オープン

キャンパスやオープンセミナーで、入試制度

について丁寧に説明したり、表現力を磨くヒ

ントを提示したりすることで、前半型入試に

対する不安を解消させる。また、日本文化学

科においても、不本意入学者やレベルが低～

中の在学生に対し、ポジティブな気持ちで勉

強できるような取組を継続的に考え、退学者

の数を抑える。 

学定員 40 名) 

 

ンパスを通して高校生に直接伝えることができ

た。両学科ともオープンセミナーに対する受講者

の満足度は高く、良い成果をおさめることができ

た。 

国際英語学科は、2021 年 3 月末現在退学者は 4 名

で、4 名以内にするという今年度の目標基準を達成

できた。日本文化学科も 2021 年 3 月末現在の退学

者は 1 名で、2 名以内にするという今年度の目標を

達成できた。 

入学者数の目標値に関しては、国際英語学科が目

標値 65 名(定員 65 名)のところ、30 名、日本文化

は目標値 48 名(定員 40 名)のところ 47 名でいずれ

も目標を達成できなかった。 

【人間生活学部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策

のために、当初計画したことの多くが実施困難

となったが、各学科とも発想の転換や様々な工

夫をこらし、課題に対応したことは評価でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

COVID-19 対策により、当初の計画が大

幅に変更されたが、次年度の計画を立て

る現時点においても収束の見通しがはっ

きりしない状況にある。人間生活学部に

おいては、「ニュー・ノーマル」をどの

ように構築するかが喫緊の課題である。

授業（講義）についてはオンライン授業

と対面授業のハイブリッド型、授業（実

験実習）についてはデジタルトランスフ

ォーメーション(DX)システム構築の可能

性の検討が必要である。一方、全てのこ

とが DX により解決できるわけではな
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・「ぶれない個」を形成する教育の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「多様な価値観・生き方」を形成する教育

の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「寛容と協働の精神」を育成する教育の確

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習・フィールドワークの充実（生活デザイ

ン学科/生活デザイン・建築学科）、教育体制

の整備（管理栄養学科）、チューター面談の

実施による基本的生活習慣・学習態度の育成

（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学会活動の充実（生活デザイン学科/生活デ

ザイン・建築学科）、実践教育の充実（管理

栄養学科）、学外活動への積極的な参加の推

進（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域社会・地場企業等との協働連携（生活デ

 

 

 

 

 

 

 

 

・シラバスの授業目標達成（生活デザイン

学科/生活デザイン・建築学科）、管理栄

養士国家試験受験資格取得率 95％以上、

資格を活かした就職者数の増加 70%以上

（管理栄養学科）、休学者・退学者数 0、

専門職希望者率 95％以上（幼児教育心理

学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総会 1・講演会 1、チャレンジ活動、学

会誌発行 1（生活デザイン学科/生活デザ

イン・建築学科）、卒業学年アンケート

における目標達成率 90％以上（管理栄養

学科）、学生の学外活動参加率 100％

（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

・活動参加者数の増加（生活デザイン学科/

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習・フィールドワークの一部が COVID-19 の

ために延期や中止となったが、後期には実施で

きた。授業でのコンペ参加も学生が積極的に取

り組み、そのうち 1 作品が「日本フリーランス

インテリアコーディネーター協会会長賞」を受

賞した。（生活デザイン学科/生活デザイン・建

築学科） ３タイプの新しい学習支援体制を

ASC と連携して運用し、後期からは遠隔で利用

できるように整備するなど学生の利便性を考慮

した学習支援を実施した。管理栄養士国家試験

受験資格取得率は 96.9％であり、目標値を上回

った。資格を活かした就職者数の割合は、76％

で目標値を大きく上回った。（管理栄養学科） 

退学者 2 名、退学理由を学科で検討し、一人の

学生をチームで支援する体制づくりを行った。

専門職希望者率（資格申請者率）95％以上達

成。（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

・オンラインで総会実施、講演会の代替として学

内研修会開催、チャレンジ活動中止、学科 HP

に学生による記事 4 件掲載。（生活デザイン学

科/生活デザイン・建築学科） オンラインで実

習報告会６回実施、対面による報告会 2回実

施。卒業学年アンケート結果については次年度

に報告予定。（管理栄養学科） ボランティア

活動のほとんどが中止、前期に広島市教育委員

会によるボランティア活動 2名参加、後期に特

別支援学校放課後対策事業 1名、牛田小学校 19

名参加。（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

・いくつかの活動が COVID-19 により中止になっ

く、特にほとんどの学生が教職や保育職

という対人援助職を目指す児童教育学科

では、学外実習だけでなく、子どもと関

わるボランティア活動等を通して専門職

に必要な能力が育成される面が大きい。 

学科の特性に応じた「ニュー・ノーマ

ル」の構築が必要である。 

 

・学業面だけでなく大学生活全体を支援

する教育体制を今後も継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学内外での教育実践活動を継続して支

援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域社会との連携を継続して推進す
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立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一生涯を視野に入れた教育プログラムを

構築し、自らライフキャリアを築いてい

くための基礎力を育成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2021 年度の完成に向けて教育課程を着実

に履行し、大学及び各学部各学科の教育

目標を確実に達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ザイン学科/生活デザイン・建築学科）、地域

連携による食育活動の充実（管理栄養学

科）、「子どもチャレンジ・ラボ」活動による

地域連携（幼児教育心理学科/児童教育学

科）。 

 

 

 

 

 

 

 

・免許・資格取得支援、学生の適性を活かした

就職先の開拓と就職率の向上（生活デザイン

学科/生活デザイン・建築学科）、社会で活躍

している卒業生との交流促進（管理栄養学

科）、実習事前事後指導と授業との接続、採

用試験対策の実施（幼児教育心理学科/児童

教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

・チューター制による学生の希望に寄り添う進

路指導、学生優秀作品集の作成、外部コンペ

ティションへの出品の奨励（生活デザイン学

科/生活デザイン・建築学科）、管理栄養士国

家試験対策のさらなる充実（管理栄養学

科）、新設授業科目のシラバス通りの実施、

地域協働型学習の推進（幼児教育心理学科/

児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

生活デザイン・建築学科）、産官学連携

事業 1 以上の実施（管理栄養学科）、「子

どもチャレンジ・ラボ」活動参加率 60％

以上（幼児教育心理学科/児童教育学

科）。 

 

 

 

 

 

 

 

・免許・資格取得支援のための講座等

2019 年度同様の回数実施、実就職率を

2019 年度以上（生活デザイン学科/生活

デザイン・建築学科）、卒業生との交流

会 1 以上、現管理栄養士との交流の機会

3 以上（管理栄養学科）、実習履修に必要

な単位の修得率 100％、実就職率 100％

（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

・外部コンペティションでの入賞 1 以上

（生活デザイン学科/生活デザイン・建築

学科）、管理栄養士国家試験合格率 100%

（管理栄養学科）、新設授業科目、地域

協働型学習の学外発信 50 以上（幼児教

育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

たが、実施された活動へは参加。今年度初めて

広島中小企業家同友会とのコラボ企画が実現

し、学生 15 名が参加。（生活デザイン学科/生活

デザイン・建築学科） JA 広島市牛田支店との

連携による「味噌づくり」体験への学生 6名の

参加など、４つの産官学連携事業を実施し、目

標値以上達成。（管理栄養学科） 前期の活動

は中止したが、後期の活動は主にオンラインに

より実施し 119 名参加（全体の 41％）。目標値

には届かなかった。（幼児教育心理学科/児童教

育学科）。 

 

・免許・資格取得のための講座をオンラインで実

施、2月 1日付での実就職率 72.9％（昨年同時

期 76.9％）。（生活デザイン学科/生活デザイ

ン・建築学科） 卒業生との交流会は中止した

が、現管理栄養士（卒業生含む）との交流機会

6回実施し目標達成。2月 1日付での実就職率

は 92.3％（昨年同時期 83.1％）（管理栄養学

科） 実習履修に必要な単位の修得率（1年生

100％、2年生 99.3％、3年生幼稚園 96.9％、3

年生小学校 97.8％）、2月 1日付での実就職率

91.8％（昨年同時期 87.1％）。（幼児教育心理学

科/児童教育学科）。 

 

・チューター制による学生指導の実施と学生優秀

作品集の発行、外部コンペにて会長賞受賞し目

標達成。（生活デザイン学科/生活デザイン・建

築学科） 管理栄養士国家試験受験の意思表示

調査における「自分の意志」で決定した学生の

割合が 95％達成。オンラインによる模擬試験実

施など、試験対策を行った。管理栄養士国家試

験合格率は 91.9％（受験者数 62 名中合格者数

57 名）。（管理栄養学科） 新設授業科目は遠隔

授業として実施、地域協働型学習は COVID-19

により中止。地域協働型学習の学外発信はでき

なかったが、授業の様子を中心とした記事を、

HP 掲載 46 回。（幼児教育心理学科/児童教育学

科）。 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実就職率のさらなる向上に向け、継続

してライフキャリア教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・継続して学生の希望や特性を考慮した

指導を行う。 
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・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な

学習成果を達成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高大連携、高大接続の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域連携活動の推進により、大学と地域

社会とのつながりを強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学科定員確保へ向けての取り組み 

 

・チューターを中心とする、学内各種部署と連

携した学生指導の実施（生活デザイン学科/

生活デザイン・建築学科）、入学前プログラ

ムにおいて“化学”の家庭学習を強化（管理栄

養学科）、中四国保育学生研究大会における

発表（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

・オープンセミナーによる高校生のデザイン能

力や個性、適性の発展（生活デザイン学科/

生活デザイン・建築学科）、家政科や総合学

科等の高校訪問、入学前プログラムの検討

（管理栄養学科）、高校との連携授業の実施

（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

・地域社会との連携活動に積極的に取り組み、

その成果を大学ホームページ等で公開する。

地域社会との交流を盛んにし、学生の卒業後

の就職を見据え、学生が主体的に自身のライ

フキャリアについて考えることのできる機会

を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

・学科独自の広報媒体の活用等による定員お

 

・退学者数の減少（生活デザイン学科/生活

デザイン・建築学科）、卒業生アンケー

ト「目指す資格が取れる」の満足度 80％

以上、実就職率 100％（管理栄養学

科）、中四国保育学生研究大会参加学生

数 10 以上（幼児教育心理学科/児童教育

学科）。 

 

 

 

 

 

・各セミナー受講者 9 名×4 講座（生活デ

ザイン学科/生活デザイン・建築学科）、

前半型入試の定員確保率 80％以上（管理

栄養学科）、高校との連携授業 1 以上

（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

 

 

 

 

 

 

・毎月 1 回以上、ホームページを含む 2 媒

体以上で地域連携活動の成果を報告す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定員 65 に対して目標値 71（生活デザイ

 

・他部署と連携した学生指導を実施し、退学者数

2名。本学図書館フリースペースでの授業成果

発表は中止し、一部は WEB 配信。（生活デザイ

ン学科/生活デザイン・建築学科） 退学者数 2

名。卒業生アンケート結果は、次年度に報告予

定。実就職率は 98.4％。（管理栄養学科） 退

学者数２名。中四国保育学生研究大会への参加

取りやめ。「小学校教育実践研究会」による試

験対策の結果、広島県・市立小学校教員採用試

験合格率 100％(13 名合格)。（幼児教育心理学

科/児童教育学科）。 

 

・オープンセミナー受講者数 61 名（生活デザイ

ン学科/生活デザイン・建築学科）、40 名（管理

栄養学科）、42 名（幼児教育心理学科/児童教育

学科）。 「2020 オープンセミナー作品集」2

月発刊。高大連携出張講座を２月３回実施。

（生活デザイン学科/生活デザイン・建築学科）

9月高校訪問 18 校。前半型入試の定員確保率

52.9％（37 名）であり、80％には届かなかっ

た。（管理栄養学科） 高校（山陽女学園高等

部）との連携授業実施。（幼児教育心理学科/児

童教育学科）。 

 

・前期は活動の中止等もあったが、後期から部分

的に実施され、HP 学科トピック 18 件を掲載し

た。（生活デザイン学科/生活デザイン・建築学

科） 後期から地域連携活動の一部が実施さ

れ、「郷土料理コンテスト」における「郷土

愛」賞受賞など活動の様子を HP や学院報で報

告した。（管理栄養学科）。 予定していた地域

連携活動の一部しか実施できなかったが、授業

紹介なども含めて HP 記事を 50 回掲載し、イ

ンスタグラムや YOUTUBE も利用して写真コ

ンテンツ 20 枚、動画コンテンツ 6 本発信し

た。（幼児教育心理学科/児童教育学科）。 

 

・学科独自の広報媒体「学びとお仕事ガイド」

 

・継続して退学者数の抑制に努め、学習

成果を可視化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・継続して、高大連携、高大接続を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまで以上に、各種媒体を用いた広

報活動を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高校生に対する各学科の魅力をアピー
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よび目標値を上回る入学者の確保（生活デザ

イン学科/生活デザイン・建築学科）、前半型

入試の強化と後半型入試の広報戦略の見直し

（管理栄養学科）、オープンセミナーのプロ

グラム検討、広報活動の工夫（幼児教育心理

学科/児童教育学科）。 

ン学科/生活デザイン・建築学科）、定員

充足（管理栄養学科、幼児教育心理学科/

児童教育学科）。 

 

 

「産学連携プロジェクトまちのコミュニティハ

ウス」「女性建築士への道」ほか計 5媒体発

行。前半型入試における定員確保率 81.5％(53

名)。（生活デザイン学科/生活デザイン・建築学

科） 前半型入試のアナウンスを高校訪問によ

り実施したが、前半型入試の定員確保率は

52.9％(37 名)であった。2021 年度入試で県外

の指定校推薦枠を 12 校追加した。2022 年度入

試に向けて試験科目や配転の見直しを行った。

（管理栄養学科） 学科紹介チラシを作成し高

校訪問時に活用。HP やインスタグラムなど高校

生向けに学科情報を発信した。今後も継続して

学科教員全員が記事を作成する。（幼児教育心

理学科/児童教育学科）。 

ルできるように、前半型入試の内容の

検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共通教育部門】 

・「ぶれない個」を形成する教育の確立 

・「多様な価値観・生き方」を形成する教育

の確立 

・「寛容と協働の精神」を育成する教育の確

立  

  

 

 

 

 

・一生涯を視野に入れた教育プログラムを

構築し、自らライフキャリアを築いていく

ための基礎力を育成する 

 

 

 

 

 

 

 

・2021 年度の完成に向けて教育課程を着実

に履行し、大学及び各学部各学科の教育目

標を確実に達成 

 

 

・カリキュラムにおける基礎科目・ライフキャ

リア科目それぞれの位置づけ（2019 年 12 月

26 日 FD 研修会ワークショップの継続）を完

成させる。 

 

 

 

 

 

 

・完成年度に向けて「科目群」枠組そのものの

適切性、科目の配置の見直し等カリキュラム

の検証（「自らライフキャリアを築いていくた

めの基礎力を育成する」ことができるカリキ

ュラムか）を開始する。 

 

・「キリスト教の時間」招聘講師の講話につい

て、基礎科目やライフキャリア科目で教材と

して取り上げる。 

 

・基礎科目、各ライフキャリア科目について、

学生の履修状況、修得状況における課題を整

理し、学務委員会を介して学科と共有する。 

 

 

・7 月末までに部門会議で DP と授業内容に

整合性がとれているかを検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・GPS アカデミック３年次（改組１期生）

の DP に関する「独自設問」の回答【とて

もできる・できる】が 70％以上を目指す。 

 

 

 

・ゼミのレポートなど具体的に取り入れが

できると想定される科目について担当者

に積極的に依頼をする。 

 

・情報共有のための会議を各学期 2 回開催

する。 

 

 

 

・共通教育部門の教育により達成される学生の姿

を「自学自習する学修の姿勢と学びへの好奇心を

もった学生の育成」と言語化できた。 

 

 

 

 

 

 

 

・2、3 年次における、DP に関する意識調査の結果、

「とてもできる、できる」という回答が 70％以

上の項目は DP2、DP3 に関するものであった。DP1

をイメージする「冷静な判断」、「自分を表現でき

る」、「自身のライフキャリアを考えられる」に対

して「できる」という回答は 40％程度であった。 

・「キリスト教の時間」招聘講師の講話について、

キリスト教学入門と連動させた他、「女性とライ

フキャリア」で教材として取り上げた。 

 

・前期は遠隔授業となったため、毎回（4/15、5/27、

6/24、7/29）現状の報告と課題抽出を行い、必要

に応じて学科への報告を行った。 

 

 

・基礎科目における DP との関係（DP

およびその第 2 階層と科目の関係、

DP 第 2 階層につながる教授法の確

認）を明確化し、整理する必要があ

る。 

・各基礎科目の到達目標が、設定した DP

第 2 階層を評価していない場合、授業

内でその成果を評価できるか否かの検

討が必要である。 

 

・DP1 につながる力が身についたと感

じる学生が増えるような教育の積み重

ねになっているかの確認が必要であ

る。そのためにも科目と DP の関係性

の整理がまず必要である。 

 

・キリスト教の時間等での学びを学科の

学びと連動させていくための方策を引

き続き検討する必要がある。 

 

・部門及び学科との連携はとれている。

引き続きこの体制の中で課題の改善に

あたる。 
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・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な学

習成果を達成する 

 

 

 

 

 

 

・ライフキャリア構築をめざすキャリア教

育の実施 

 

・基礎科目、担当するライフキャリア科目につ

いて教育上の改善・工夫点、教育の成果・評

価を行い、部門会議で情報共有を行う。 

 

・授業評価アンケートの複数の評価において、

全学平均を下回る評価の科目数を減らす。 

 

 

・各担当科目において、アクティブラーニング

等を取り入れ、「他者の意見を理解」し、「自

分なりの結論を導く」力を養うための授業環

境を作る。 

・「ヒロシマと平和」の教育方法を充実させ、よ

り深い学びを実現し受講者のうちに歴史と未

来を担って生きる視点を形成させる。 

 

・「ヒロシマと平和」、「インターンシップ」は学

科と連携を図り、履修する学生を増やす。 

 

 

 

・「Human Rights in the World」において

SDGs を意識したグローカルなキャリア形成

意識へと学生を誘導する。 

・情報共有のための会議を各学期 2 回開催

する。 

・授業期間終了後の学生の「自己評価」と成

績評価の一致度をみる。 

・全学平均を下回る評価の科目数を前年度

より減らす。 

 

 

・担当する科目について、授業中の自主的な

取り組みの中や他者との意見交換の中か

ら主体的学びにつながる授業環境を作

る。 

・多様なリソースを活用し、座学・グループ

ワーク・フィールドワーク・プレゼンテー

ションを複合した課題発見型アクティブ

ラーニングを実施する。 

・「ヒロシマと平和」、「インターンシップ」

の履修学生数を前年度並みあるいは増を

目指す。 

 

 

・開発教育型のワークショップを複数とり

入れて実施する。 

・部門会議において、各基礎科目で教育上の改善が

必要かどうかの情報共有は行えた。 

・自己評価と成績評価の一致度の検証は行えてい

ない。 

・授業評価アンケートのどの指標を評価するか決

めることができなかったため、評価は実施しな

かった。 

 

・遠隔授業のため前期は意見交換を主とする授業

形態を実施できなかった。 

 

 

 

 

 

 

・「ヒロシマと平和」は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、学内での検討ならびに関西学

院大学との協議により閉講した。「インターンシ

ップ」の履修学生数は、前年度（28 名）に比べ

今年度は増加した（44 名）。 

・2020 年度後期科目「Human Rights in the World」

では、学期の前半は対面授業、後半は遠隔授業を

行ったが、いずれにおいても Google Meet を使

用したアクティブラーニングを実施した。いく

つかのワークショップや、世界人権宣言の私訳

とプレゼンテーション等の取り組みを通して、

受講生は幼児・児童教育、英語関連、グローバル

関連といったそれぞれのキャリアにおいて求め

られる人権についての知識、素養、視野を積極的

に学び取った。 

・担当科目の成果の見える化の検討が必

要である。どのような指標からそれが

できるかを検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

・共通教育部門の各教員が担当するライ

フキャリア科目において一定の成果は

得られたと考える。完成年度後に向け

て、新たなライフキャリア科目の立ち

上げの検討を行いたい。 

・担当する基礎科目の教育については、

学務委員会を通して学科との連携がで

きている。しかし基礎科目、ライフキ

ャリア科目の在り方についての責任母

体が不明確である。そのため、これを

検討する会議体を作り、ライフキャリ

ア科目の教育の方向性について全学的

に確認し、必要に応じた改善を行うべ

きであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【言語文化研究科】 

・「ぶれない個」を形成する教育の確立 

・「多様な価値観・生き方」を形成する教育

の確立 

・「寛容と協働の精神」を育成する教育の確

立 

・一生涯を視野に入れた教育プログラムを

構築し、自らライフキャリアを築いてい

 

・各チューターが『大学院要覧』のＡＰ、Ｃ

Ｐ、ＤＰを解説することにより、個々の院生

の意識を高める。 

 

 

・各チューターが『大学院要覧』のＡＰ、Ｃ

Ｐ、ＤＰをオリエンテーションなどの機会を

 

・オリエンテーション（前・後期各 1 回）

にて教育理念（AP、CP、DP）を解説

し、周知を図る。オリエンテーションへ

の全出席を求め、欠席者があった場合は

必ずフォローアップを行う。 

 

 

 

・前期オリエンテーション（全出席）にて教育理

念の解説をし、周知を図った。 

 

 

 

・後期オリエンテーション期間中にチューターか

ら個別に就職やキャリア形成についての意志確

 

・大学院担当者すべてが研究指導体制の

改善と徹底にむけて鋭意努力をした結

果、教育理念に関する大学院生の意識

と理解が深まった。 

 

・引き続き研究活動とその成果を学位取

得後のキャリアに有機的に結びつける
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くための基礎力を育成する 

 

 

 

・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な

学習成果を達成する 

 

使って解説することにより、個々の院生の意

識を高めるとともに、大学院での研究活動が

個人のライフステージにおいてどのような意

義を持つのかについて具体的に指導する。 

・FD を通して大学院担当教員が教育研究の質

的な向上を図る。 

 

 

 

 

・年 1 回以上実施する。 

認を行いつつ指導した。 

 

 

 

・言語文化研究科主導で、2021 年 2 月 24 日に両

研究科の全担当教員を対象に FD を実施した。 

ことができるよう指導を強化してい

く。 

 

 

・教育研究の質的な向上のため、継続し

て大学院固有の FD 研修会を実施す

る。次年度は人間生活学研究科主導で

行う。 

【人間生活学研究科】 

・「ぶれない個」を形成する教育の確立 

・「多様な価値観・生き方」を形成する教育

の確立 

・「寛容と協働の精神」を育成する教育の

確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一生涯を視野に入れた教育プログラムを

構築し、自らライフキャリアを築いていく

ための基礎力を育成する 

 

 

 

・各チューターは『大学院要覧』の AP、CP、

DP を解説することにより、個々の院生の意

識を高める。 

また、研究科長は研究科委員会の審議を通

じて本教育の確立を予定できる容器（教員と

カリキュラム等）の整えを 2018 年度以降の

集中的整えを受けつつさらに徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各チューターが『大学院要覧』の AP、CP、

DP をオリエンテーションなどの機会を使っ

て解説することにより、個々の院生の意識を

高めるとともに、大学院での研究活動が個人

のライフステージにおいてどのような意義を

 

・オリエンテーションにて教育理念

（AP、CP、DP）を前・後期各 1 回解説

し、周知を図るとともに、オリエンテー

ションへの全出席を求め、欠席者があっ

た場合は必ずフォローアップを行なう。 

また、年度間研究科委員会（計約 10

回程度）において＜2 回以上＞左記関係

案件議題上程する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定員（生活文化学専攻 6 名、生活科学専

攻 6 名）の確保へ向け、2020 年度も翌

年度進学において、まずは各専攻 1 名以

上の進学者を確保する。 

 

 

・2020 年 4 月 3 日の大学院オリエンテーション

プログラムにおいて、人間生活学研究科の専攻

説明会および研究倫理説明会を実施した。専攻

説明会では、研究科長より研究を行うことの意

義や、修了後の社会に対する貢献等について説

明を行った。研究倫理説明会においては、臨床

栄養学担当の教授より、研究を行う際の注意

（個人情報の取り扱い、不正行為）、論文執筆

時の留意事項等（著作権、発表方法）につい

て、また、人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針の説明を行った。学生に配布した資料

「HJU 人間生活学研究科大学院生のための研

究倫理 Q＆A」は、は文部科学省・厚生労働省

の通知を参考に作成している。 

・2020 年 12 月 23 日（水）人間生活学研究科委

員会において、大学院の学生を対象として、「日

本学術振興会研究倫理教育 e ラーニングコー

ス」を受講させる案について審議を行い異議な

く承認された。これに伴い、大学院要覧に以下の

項目を付け加える。「4 上旬～10 月 「日本学術

振興会 研究倫理教育 e ラーニングコース（大

学院生向け）」を 受講する。（研究倫理 e ラーニ

ングは「日本学術振興会 研究倫理教育」 のホー

ムページで受講できる。）」 

 

・2020 年度の在籍者は、生活文化専攻は、1 年生

2 名、2 年生 1 名、生活科学専攻は、2 年生 1

名、合計 4 名である。この内、生活文化専攻の

2 年生 1 名が病気療養の理由で 6 月に退学し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受講時期は１年次とし、「義務化」に

関するペナルティは設けないが、学生

に対しては指導担当教員から受講を強

く勧めることで対応していく。 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍においても、学生の生活環境

や学修状況等の情報を教員間で交換・

共有・相談するため、人間生活学研究

科のメーリングリストを作成した。 
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・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な

持つのかについて具体的に指導する。 

また、学部在学生及び卒業見込み学生や卒

業生・社会人に本研究科説明会への参加を促

すようパンフレット配布や教員推薦等を強化

するとともに、大学院進学のメリットを今後

ともさらに本学ホームページや広報につなが

る諸媒体を通じてアピールする。（2020 年度

在籍予定者は生活文化学専攻 3 名＜このうち

2 名が新入生、そのなかの 1 名が社会人特別

入試による＞、生活科学専攻 1 名＜新 2 年生

となるこの者も社会人特別入試による＞の計

4 名で、2019 年度よりも 2 名増加する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員組織地盤固めが必須であるため、今後も

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度「○合」等教員数の充実が必

・生活科学専攻 2 年生の修士論文中間発表会を実

施した。今年度はコロナ禍の影響により、動画

配信による発表とした。配信期間は、7 月 27 日

（月）～8 月 9 日（日）の 2 週間、発表動画を

YouTube にアップして公開した。公開対象は、

本学の全教職員ならびに全学の学生とした。発

表への質問は、受付フォームを添付しそこに記

入してもらう様式にした。 

・2021 年度人間生活学研究科秋季入試につい

て、一般入試で生活文化学専攻に 1 名の出願が

あり、2020 年 10 月 7 日（水）の研究科委員

会において合格が決定した。 

・2020 年 10 月 7 日（水）人間生活学研究科委

員会において、大学基準協会審査の「基準 5 

学生の受け入れ」について両研究科が是正勧告

を受けていることの対策について審議を行っ

た。今後の春季入試に向けての対策として、ゼ

ミで周知するだけではなく、現 4 年生に向けて

ポータルから募集要項を添付した案内を行う。

また、興味がある学生はゼミ担当の教員に申し

出てもらい、要望があれば、研究科長が入試説

明会を開催すること対応する。さらに、今後 3

年生に対しても早めに広報を進めていきたいと

の提案があり、異議なく承認した。  

・2020 年 11 月 24 日、大学ポータルサイトか

ら、4 年生に向けて「大学院人間生活学研究科 

2021 年度春季入試のご案内」を発信した。資

料として、「2021 年度大学院人間生活学研究科

修士課程学生募集要項」を配布した。2021 年 3

月末の閲覧数 232 人／334 人中）である。 

・2020 年度人間生活学研究科修士論文発表会を

以下の日程で行った。 

日時：2021 年 1 月 13 日(水)17:30 

場所：GoogleMeet によるオンライン開催 

コロナ禍の状況を配慮し、オンライン開催とし

たことにより、大学院および学部の全学生、教

職員を対象として実施が可能になった。 

 

・2020 年度の修論指導教員の内訳は以下のとお

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度はコロナ禍による各家庭の

経済状況の悪化から、大学院への進学

を躊躇する傾向が強いと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年 3 月に退職した生活文化論領
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学習成果を達成する 不備が生まれないよう引き続き注意し、必要

ならば教員審査等を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大学基準協会による＜大学院として、固有の

FD が行なわれていないため、適切にこれを

実施するよう改善が求められる＞という提

言・指摘を受け、2018 年 10 月 17 日開催の

全学にわたる FD 委員会（以下「FD 委員

会」）において、「大学院等の今後の FD 研修

会の実施について」という議題にて、本件に

かかわる審議がなされ、これにもとづき昨年

度 2019 年度は本件にかかわる改善に取り組

んだが、2020 年度も FD を通して教育研究

の質的な継続改善に取り組む。 

 

・人間生活学研究科の DP・CP・AP を点検

し、必要であれば改善に取り組む。 

要な場合には審査を年度内 1 回以上行な

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大学院として固有の FD 研修会を年度内

1 回以上開催するとともに、研究科委員

会で大学院として固有の FD に関する改

善案件を年度内 1 回以上は必ず上程す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・人間生活学研究科運営委員の間で本研究

科の DP・CP・AP に改善点が見出され

る際には、本研究科委員会においてその

件を 1 回以上審議し、審議次第では改正

決定する。 

りである。 

「〇合」：生活文化専攻 7 名、生活科学専攻 5 名 

「合」：生活文化専攻 2 名、生活科学専攻 5 名 

「可」：生活文化専攻 4 名、生活科学専攻 2 名 

なお、人間生活学研究科では、指導教授が、学

生の研究テーマとの関連で指導や助言を受けさ

せたい他の教員を副指導教員として推薦する制

度を導入している。 

 

 

 

 

・2020 年度の FD 研修は、コロナ禍の事情で前期

は実施できなかったため、以下の日程で、後期

に言語文化研究科と合同で実施した。 

テーマ：「A Research Case Study: from an 

ethical perspective」 

日時： 2021 年 2 月 24 日（水） 13:00～

14:00  

場所：ソフィア２号館 201 教室  

講師 ： George Higginbotham 氏（本学共通

教育部門教員） 

 

 

・授業評価アンケートおよび授業改善目標は大学

院の授業も対象になっているため、各研究科 

委員会より大学院 FD 委員を選出することと

なったことに伴い、2020 年 10 月 28 日の人間

生活学研究科委員会において、大学院の FD 委

員を選出した。学部の FD 委員の兼任とする

が、人間生活学研究科メンバーは 2 名以上 と

し、2 名未満の場合はその都度検討することと

した。 

域の「可」教員の補充が必要だが、後

任として学部に着任した教員は、大学

での教授経験が初めてのため、今年度

の大学院教員審査は見送った。同じ領

域の教員とも相談し、2021 年度の教

員審査を模索したい。 

・2021 年 3 月に定年退職になる基礎生

活科学担当の教員については、担当が

教職免許（専修免許）科目であるた

め、同じ専門領域の教員が当該科目を

担当するということで対応した。 

・新型コロナ感染予防として、マスクの

着用と手指消毒等の協力を呼び掛け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キリスト教教育】 

・「ぶれない個」を形成するキリスト教教育

の確立 

〇建学の精神の共有 

・「キリスト教の時間」と「木曜日チャペル」

について、建学の精神との対峙を通して

 

１．「キリスト教の時間」の充実 

 

１）提供内容の充実 

宗教委員会において精選した講師の招聘。 

 

 

・教職員への趣旨説明と協力依頼。 

 

・「キリスト教の時間」への一年生の出席

率アップ 

 2019 年度平均 85.5％⇒2020 年度目標

 

・新型コロナウイルス感染症の影響による登校自

粛期間にあって、木曜日チャペルは中止とせざ

るを得なかったが、「キリスト教の時間」は

4/21（火）ゲーンス記念礼拝を皮切りに、7/28

（火）まで計 14 回、YouTube を介した動画配

 

・学生の中に対面での「キリスト教の時

間」を要望する声が多くあった。新年

度は感染対策をとったうえで、可能な

限り対面で行いたい（授業についての

判断と連携する）。 
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「ぶれない個」を確立するための場である

という位置付けをより明確にし、全学の学

生および教職員に共有を求める。多様な講

師の多様な生き方に出合うことで、「多様

な価値観・生き方」や「寛容と協働の精神」

についても学びつつ、これらの講師に通底

する、人生や人類普遍の価値に対する誠実

さに触れることによって「ぶれない個」の

涵養を目指す。2019 年度アンケート結果

に基づいた内容のブラッシュアップを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①聖書が内包する豊かなメッセージを、学生

の現状・ニーズに合わせて語って下さる牧

師・キリスト者など。 

②平和・人権・国際・女性に関する諸活動に

おいて、顕著な働きをしておられる様々な

方。 

③上記に関してとくに、社会的に広く意義が

認められる活動をしておられる卒業生。 

上記３項目にあてはまる講師を多様に幅広く

迎えるほか、各学期に学生による発表の場を

設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86% 

・「キリスト教の時間」への教職員の出席

率アップ 

 2019 年度平均 11.5 名⇒2020 年度目標

14 名 

・後期にボランティア発表会と児童教育学

科 1 年生による「こどもさんびか」発表

会を実施。 

・「キリスト教学入門」との連携（予習・

復習としての位置づけを従来どおりシラ

バスに明記するとともに、それに加えて

授業内での参加呼びかけを強化）。 

・多様性への指向を示す姿勢として、音声

認識システムを利用した字幕化を障がい

学生支援室に継続していただくよう依頼

するとともに、英語の賛美歌集を設置。 

 

・コメントカードの活用（意見収集と丁寧

な応答）による、当事者意識の涵養→毎

週配布するプリントに応答を掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信を行った（限定公開で視聴期限を二週間とし

た）。予定していた講師の一部は来学いただい

てビデオ収録を行い、または遠隔地の場合は講

師によるビデオ収録を行っていただき、その他

は後期のご来学へと振替をお願いした。後期も

ビデオ配信による運営を継続する予定である。 

・そのため、出席数や出席率の集計および算出は

不可能である。一方で、視聴回数は平均 410 回

と多数（全学生の約 31%）であり、オンライン

で募った学生からのコメントにも多数の長文や

好意的な反応が寄せられ、コロナ禍の只中で多

くの励ましや気づきを得たことが伺われた。学

生のコメントは専用サイトに掲載して共有し

た。 

・後期も大学の方針に従って木曜日チャペルは中

止、「キリスト教の時間」はビデオ配信形式を

継続した。9/22（火）より 1/19（火）まで 15

回の配信を行い、うち 2 回はライブ配信（後日

視聴も可）形式で行った。視聴回数は平均 375

回（全学生数比で 29%に相当）であった。視聴

後に Google フォーム形式で求めた視聴アンケ

ート（自由記述）には平均で 242 件（全学生の

18.5％）、うち 1 年生は 220 件（１年生の

70.7%）の回答があった。さらに、内容も長文

のものが目立ち、ほぼすべてが積極的な反応で

あった。 

これらのコメントは前期同様、専用サイトに掲

載して共有した（gaines アカウントでのログイ

ンが必要）。 

・後期もユニバーサルな視聴環境への配慮を目的

とした字幕を準備した。健聴者からも理解の助

けになったとの声があった。多大な工数を要す

る作業であったが、高機能な字幕ソフトウェア

やクラウド（無料）の活用、作業者の練度アッ

プと互いの連携、スケジュールの明確化などに

より大幅な負担軽減が可能となった。 

 

・11/24 日配信の「キリスト教の時間」にて児童

教育学科 1 年生による発表を実施、2021/1/12

・配信形式のメリット（自由な視聴時

間、アーカイブ化）もあったため、部

分的に継続を検討する。 
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２）マナー教育 

①「聴く」姿勢づくり、初年次からの本学ら

しいマナー教育の場とする。また、傾聴を

通しての人格形成および多様で豊かなキャ

リア観形成の場とする。 

②丁寧な説明に基づく納得感を伴った、私語

と居眠りの根絶。 

 

３）学内広報 

①学生に対しては「チャペルだより」配布

と、「キリスト教学入門」その他の授業で

の活用。教職員に対しては大学評議会や事

務協議会を通してのプログラムの位置付け

の説明。 

②学生の多様なアイデアに基づく広報の展

開。なかでも 2016 年度以来生活デザイン

建築学科・生活デザイン学科のご協力を得

て行われたポスター掲示を継続する。 

③上記を通し、学生と教職員により幅広い理

解と協力を求める。 

 

４）共通教育部門を通じた、全学共通科目との

連携。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チャペルだより年 3 回発行。活用状況な

らびに効果の検証と評価。 

・宗教センターハンドブック発行（新入生

に配布）。 

・リーフレット作成。 

・毎週のポスター掲示（チャペル、ヒノハ

ラホール等）。活用状況ならびに効果の

検証と評価。 

 

 

 

 

・「女性とライフキャリア」と前期宗教強

調週間特別講演会との連携。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には卒業学年生による発表を実施した。 

・「キリスト教学入門Ⅰ・Ⅱ」との連携を行っ

た。 

・毎回の動画には、宗教センター職員により字幕

が付され、ユニバーサルな視聴環境に配慮し

た。音声認識システムを利用したが、字幕の適

正化のための修正作業は多くの工数を要した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チャペルだよりの活用状況については前期は検

証困難と判断した。ポスターは作成していな

い。 

・英語讃美歌も使用する機会がないため準備しな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

・宗教強調週間特別講演会は、予定していた講師

（九州ルーテル学院大学学長 広渡純子先生）

をお招きできる状況になく実施が危ぶまれた

が、湊晶子院長・学長先生がご登壇くださり、

意義深い講演を賜ることができた。動画の視聴

回数は約 700 回、授業割愛協力による受講者数

カウントは 400 名超という望ましい結果を得る

ことができた。 

・秋季宗教強調週間は立野泰博先生（日本福音ル

ーテル広島教会牧師、元学院理事・大学協力会

長）を講師としてお迎えし、チャペルで収録、

Youtube より配信を行った。1,022 回の視聴

 

 

 

 

 

 

 

・配信形式のため、直接のマナー教育は

できなかったが、動画視聴は傾聴の姿

勢へとつながった様子がコメントから

読み取れる。 
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・「キリスト教学入門」やライフキャリア科

目のキリスト教関連科目においては、単な

る教義やキリスト教思想の紹介にとどま

らず、歴史や、具体的な現実社会の諸課題

においてキリスト教が果たした功罪を学

び、自らに引き寄せて考えるよう促すアク

ティブラーニングを実践することにより、

一人ひとりの学生が、キリスト教的価値観と

の対話の中で、「ぶれない個」を見出すととも

に、「多様な価値観・生き方」や「寛容と

協働の精神」を涵養するよう導く。2019 年

度アンケート結果に基づいた内容のブラ

ッシュアップを行う。 

 

・宗教センターにおける多様な活動をさら

に広げ、上記の目標をより効果的に達成す

るための支援とする。 

 

 

 

 

 

 

２．「木曜日チャペル」のさらなる充実 

・従来どおり教職員・学生による多様な発表の

場であることは維持しつつ、発表者には発表

内容と聖書やキリスト教とのかかわりについ

て触れていただくことによって、学校礼拝と

しての位置づけをより明確にすることを目指

す。 

・「木曜日チャペル」の学内での位置付けの明確

化 

 

 

 

 

 

３．授業における展開 

 キリスト教関連の授業を通して、常に学生が

「ぶれない個」の形成というテーゼに触れる機

会をつくる。 

１）全学必修科目「キリスト教学入門Ⅰ・Ⅱ」

の授業改善 

２）ライフキャリア科目におけるキリスト教関

連科目の内容充実 

 

 

 

 

 

 

４．宗教センター活動の拡充 

１）従来行ってきた「8.6 平和学習プログラ

ム」、「ピーススタディツアー」、「聖歌隊」な

どの活動を継続し、「ぶれない個」の形成を

意識したプログラムとして再定義する。 

 

 

 

 

 

 

・「木曜日チャペル」への学生の出席率ア

ップ 2019 年度平均 24 名⇒2020 年度目

標 26 名 

・「木曜日チャペル」への教職員の出席率

アップ 

2019 年度平均 17 名⇒2020 年度目標 18 

名 

・多様性のへの指向を示す姿勢として英語

式文や賛美歌の整備。 

・院長・学長による講話担当。 

・各学科教員による講話担当。 

・職員による講話担当（輪番制の継続） 

・学生による講話担当。 

 

・建学の精神、スクールモットー、広島女

学院史（自校教育）についての扱いを拡

充、アクティブラーニングによる学修を

目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・8/5-7 に「8.6 平和学習プログラム」を実 

施。 

・2020 年 2 月 or3 月に、長崎を目的地に

「ピーススタディツアー」を実施、また

は、前年度中止となったキャラバンコン

サートの実施。 

と、多数のコメントによる反響があった。授業

割愛協力による受講者数カウントは 276 名に留

まったが、割愛授業以外での、統計に数値とし

て表れないご協力も多数あった。 

 

・木曜日チャペルは前述のとおり前期は中止。後

期は状況が整えば再開の予定であったが、中止

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「キリスト教学入門Ⅰ」の授業形態はオンデマ

ンド動画配信で実施した。そのため、対面授業

の場合よりも慎重かつ丁寧に、授業の目的や位

置づけについて説明を行い、自校教育について

もより多くの時間を割いた。その結果、受講生

からは前向きな反応が多数寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「8.6 平和学習プログラム」は中止した。 

 

・「ピーススタディツアー」は延期の方向で検討

したが、中止した。 

 

 

 

 

 

 

 

・2021 年度は「キリスト教の時間」同

様、対面で実施したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・後期は対面授業と、途中から再度のオ

ンライン授業を実施した。授業改善に

ついては後述のアンケート結果に教育

効果として表れている。 
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２）カルト対策 

・カルトおよびその対策に関する情報収集を強

化する。 

・学生および教職員への有効な情報提供を行

う。 

・他大学との連携において本学がリード役を担

う。 

従来どおり、「キリスト教の時間」に専門家

を講師として招聘し、同日に他大学の担当者

に呼びかけ、カルト対策のための情報交換会

を開催する。 

３）学生チャペル委員活動のさらなる活性  

 化 

 

５．効果の検証 

・上記の取り組みについて、2020 年度は、

2019 年度に行ったアンケート調査を 1 年生

の「キリスト教学入門」全クラスに取り入

れ、ルーブリック評価と連携させる。 

・諸行事や演奏活動に向けて聖歌隊の活性 

化。 

 

・講演会と情報交換会を 2020 年 5 月 12

日（火）に実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「おにぎりアクション」等のチャペル委

員企画の継続（学生企画の宗教センター

による支援）。 

 

・授業内での実施（シラバスに明記）。 

・教育目標達成の指標としての活用。 

・分析結果の公表。 

 

・聖歌隊の活動も今期は行うことができず、新入

隊員の募集もできない状況にある。 

 

・情報交換会は中止。学生向け講演会のみ後期

「キリスト教の時間」にて実施した。10/20 の

「キリスト教の時間」にて中部学院宗教総主事

の高木総平先生にビデオを送っていただき、編

集して配信した。 

 

 

 

 

 

・飲食を伴うイベントは中止。かわりに NPO 

Table for Two が実施する大本のイベントを紹

介し参加を奨励した。 

 

・アンケート調査は前期は実施しなかった（必要

があって様々な学内アンケートが行われた状況

下で、学生のアンケート疲れを懸念した）。 

・後期末に実施したアンケート結果からいくつか

の課題を残しつつも、全体として定義した授業

成果につながっていることが観察された。とく

に、他者に敬意を払いつつ批判的に傾聴すると

いう資質や、知的好奇心、隣人愛の精神などに

おける成長がみられた。自由記述のコメントに

は、「入学前に危惧していたような宗教の押し

つけではなかった」、「視野や世界が広がっ

た」、「自分自身について省みることができ

た」、「自分の考えを持つことや考え抜く力が身

についた」、などの意見がみられた。また、チ

ャペルレポートにより、学んだことをコトバ化

する力が身についた、という意見や、授業で学

んだことを家族などに話して共有する機会があ

ったというコメントもあった。 

・アンケート結果については資料化して宗教委員

会ならびに共通教育部門会議で報告を行った。 

・新年度は活動を模索し、積極的な募集

を行いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料として整理、分析を行う段階に来

ている。 

【教育課程・教育成果】 

・学習成果を可視化するための指標（ルーブ

 

・ルーブリック評価観点、評価（LE）の表現を

 

・FD 委員会と連携して、全科目が整理を終

 

・ルーブリック評価について、授業担当者による評

 

・ルーブリック評価について、左記の検
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リック評価の達成度等）を設けて教育の達

成度を常時モニターする 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成績評価の厳格化への取り組みを行う 

 

 

 

 

 

 

 

・ライフキャリア構築をめざすキャリア教

育の実施 

見直す。 

・学生によるルーブリック評価と教員の成績評

価の「一致・ギャップ」を検証する。 

・科目履修者によるルーブリック評価から見え

る授業内容・手法の課題を洗い出す。 

・GPS アカデミックテストの実施と結果分析を

行う。教務システム「自己評価」「教員による

成績評価」の総合的な検証を行う。 

 

 

・過去の GP の分布を比較し、各学科内で情報

共有する。 

・CAP 制の基準である GPA2.3 が基準として

機能するよう成績評価の在り方を検討する。 

 

 

・他大学等の評価方法について現状を調査す

る。 

・3 つのポリシーとカリキュラム・マップやカ

リキュラム・ツリーの関係、ライフキャリア

構築につながる教育の実施について振り返り

を行う。 

える。 

・教員による検証作業と課題の洗い出しと、

シラバス内容・授業形態・授業で利用する

ツールの見直しを各学期で1回以上行う。 

 

・GPS アカデミックテストの学びに関連す

る項目において、「（授業が）そのスキル修

得に役立つ」や「～を行う自信がある」に

ついて、「はい」に相当する回答が全体の

70％を目指す。 

・GP 分布を学務委員会に出す。 

 

 

 

 

 

・GP 分布検討時までに、他大学の情報を収

集する。 

・FD 研修会、学務委員会を介して、全科

目について修正の有無を確認する。 

価観点や LE 表現の検証、学生によるルーブリッ

ク評価からの授業手法の振り返り、学生のルー

ブリック評価とのギャップの有無とその対応に

ついて、実施できていない。 

 

・GPS アカデミック結果が全学年分出揃っていな

いため、まだ分析できていない。 

 

 

 

・GP 分布について、第 7 回学務委員会（7/21）で

2019 年度結果を示し学科での意見出しを依頼し

た。第 8 回学務委員会（9/14）で意見集約した。

目安となる割合の提示が欲しいという意見が出

た。科目特性によって平均が高い科目も存在す

ることが現状として出された。 

・他大学の GP の分布についての情報収集まで至

らなかった。 

・FD 研修会（2021 年 1 月 7日）において、DP と

各科目の関係性はある程度整理できた。 

証ができていないため、まずは検証を行

い、必要に応じた改善を早期に行いたい。 

 

 

・GPS アカデミックの分析の結果が出

次第、「自己評価」「成績評価」との関

連を見ていきたい。 

 

 

・成績評価の厳格化への教員の意識統一

は、学務委員会を介した GP 分布の共

有により、ある程度図れたと思われる。

引き続き、他大学の GP 分布の情報収

集を進め、教員の意識統一を進めてい

く。 

 

 

・DP と科目の関係性の整理を終え、カリ

キュラム・マップやカリキュラム・ツ

リーとの関係を検討していく。 

【学生募集・入試制度】 

・広報活動を充実させて、広島女学院大学

ブランドを確立していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2018 年度の改組に引き続き、ブランディン

グ計画の策定として、「リベラルアーツ教

育」、「グローバル教育」、「キャリア教育」や

「ライフキャリア」、「エンパワーメント」な

どの具体的な特長を全学あるいは各学科の実

践的な事例から把握し分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オープンキャンパスの広報や前半型入試

（AO 型入試・推薦入試）への出願を促

し、前年の数字を上回ることができるよ

うな PR を行なっていく。（詳細は未定

であるが、継続的に内容を検討してい

く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度は前年度 3 月から始まった新型コロ

ナウイルスの感染拡大の影響を受け、広報イベ

ントや入試関連行事が大幅に変更された。 

＜オープンキャンパスの変更＞ 

6 月期のオープンキャンパスが中止になった

ため、Web オープンキャンパスサイト（Web 

OC サイト）をホームページ内に設置した。

Web OC サイトでは、学科紹介や入試案内、施

設案内の動画による配信、Web による個別相談

窓口の設置を行なった。 

 ＜オープンキャンパスの開催＞ 

 7 月期から開催されたオープンキャンパスは

予約制で午前午後の２部構成とし、7/5 は各学

科の人数を午前午後各 20 組に制限し、7/19 以

降は予約人数に制限を設けず実施した。また、7

月期は３年生のみを対象とし、8 月期からは他

 

 

 

 

 

・新しい広報コンテンツとして、大学、

学部学科の特徴を示せるよう、内容を

充実させていく必要がある。 

 

 

 

 

・コロナ禍の影響により、オープンキャ

ンパスの時間の短縮、人数の制限、参

加者との接触の制限があったため、本

学の特長である「大学の雰囲気」「教

員の面倒見の良さ」などを参加者に十
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の学年も受け入れた。しかし、12 月期のクリス

マスオープンキャンパスは県内のコロナウイル

ス感染者急増により中止となった。 

 計 4 回のオープンキャンパスを開催した結

果、来場高校生の合計数は 515 名（前年 1023

名）、３年生の純来場者数 382 名（前年 459

名）であり、大きく減少した。 

 この原因としては、第 1 回の中止と予約制の導

入、高校の夏休みの短縮（特に第 4 回に影響）

が影響し、志望順位の低い生徒や低学年の生徒

の来場が抑えられたと予想される。 

 

 ＜オープンセミナーの開催＞ 

 オープンセミナーの広報のために Web OC サ

イト内に特設サイトを作り、動画による各セミ

ナーの案内を配信した。8/8、8/9 の２日間の日

程で、Web による遠隔授業の形式で開催（授業

の配信期間は高校の夏休み短縮を踏まえて 8/20

までと設定）した。結果として、受講登録者数

は 186 名であり、前年度と同数であった。この

うち 10 名が最終課題を未提出であったため、

最終受講修了者数は 176 名であった。 

 

 

＜推薦入試の実施＞ 

 指定校制推薦入試の志願者は 49 名であり、前

年より 13 名増加した。これに対して、公募制推

薦入試第１回は 22 名（前年度 41 名）であり、第

２回は 24 名（同 17 名）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

＜一般選抜の実施＞ 

一般選抜入試前期 A 日程の志願者は 146 名、B

日程は 47 名、C 日程は 46 名であり、C 日程を除

分に伝えることができなかったことが

受験生の減少に影響したと予想され

る。 

・3 月 20 日の春のオープンキャンパス

は予約制（人数制限あり）で開催し

た。その結果、来場者数は 223 人（３

年生 130 名、２年生 16 名を含む）で

あり、例年を大きく上回った。これは

2020 年度のオープンキャンパスに制

限がかかったため現２年生に入試の情

報不足が生じ、来場者増加につながっ

たと予想される。 

 

・オープンセミナー参加者は前年と同数

であったが、オープンセミナー型入試

の出願者は 95 名（前年比 38 名減）

と大幅に減少した。出願者数減少の原

因として、入試制度改革の影響、セミ

ナー日程および形式の変更が強く影響

したと予想される。 

・次年度は、対面型のオープンセミナー

が行えるよう準備を行うとともに、今

年度の受講者傾向を参考にセミナーの

内容を変更する。 

 

・学校推薦型入試の専願志願者は合計

65 名で昨年度に比べ 12 名増加した

が、併願志願者が 32 名で前年度に比

べ 10 名減少し、併願志願者に減少傾

向が現れている。 

・他大学の学校推薦型入試の試験科目を

調査し、入試科目の変更に向けた検討

を行う。 

・より効果的な高校訪問が実施できるよ

うに、大学の特長や入試のトピックス

をまとめた説明資料を充実させる。 

 

・一般選抜の志願者数の減少は、入試制

度改革による入試の多様化、コロナ禍
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・入試制度の改革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度に向けて、2019 年度の入試制度の

見直しに加え、2021 年度からの入試制度を

検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この件に関しては現在入試委員会で検討

中であるが、2020 年度においては、

2019 年度をベースにした見直しにな

り、2021 年度においては、入試スケジ

ュールの調整、入試科目や入試問題の検

討、大学入学共通テストの利用方法、調

査書の扱い方などが主な論点となる。

（現在審議中のため未確定であるが、新

年度 4 月までに決定し、5 月から入試ガ

イドを配布できるよう準備中である。） 

 

き前年度に比べ大幅に志願者が減少した（A 日程

88 名減、B 日程 17 名減）。一般選抜入試後期日

程の志願者は 21 名であり、前年度に比べ 7 名減

少した。大学入学共通テスト利用入試は 192 名の

出願があり、前年度に比べ２名の減少であった。 

 

 

 

＜高校訪問等の実施＞ 

・教員による高校訪問は 6 月期、9 月期ともに予

定より若干遅い日程であるが実施し、12 月期は

訪問校を絞り実施した。高校訪問時には、各入

試の概要や新型コロナウイルス対策をまとめた 

「入試トピックス」を持参し、説明を行った。 

・高校の教員対象入試説明会は例年より約１ヶ月

遅い 7/10 に実施した。 

 

・新入試制度の入試区分に合わせ総合型選抜（オ

ープンセミナー型入試、活動評価型入試）、学校

推薦型選抜（指定校制推薦入試、公募制推薦入

試）、一般選抜（一般選抜入試、大学入学共通テ

スト利用入試）に分けて入試を実施することと

した（2021 広島女学院大学入試ガイド参照） 

・入試制度の変更に伴い、高校での学びや活動を

より評価するために、総合型選抜、学校推薦型

選抜では出願書類を配点に加えた。 

・資格・検定試験の成績をより幅広い入試で利用

できるようした。 

・一般選抜入試、特待生入試において、第２・３

希望制度を設け、１出願で複数学科の受験をで

きるようにした。 

・一般入試前期 A 日程において、「英語」の問題

の出題ミス（大問４の指示文の表現の誤り）、お

よびこの出題ミスに対する対応ミス（「出題ミス

の訂正」および「終了時間延長 10 分」の指示

が学外会場７会場中５会場で未伝達）が起こっ

た。状況の把握および対応については、臨時入

試委員会および入試ミス対応委員会で協議さ

れ、文部科学省に報告書を提出した。 

による受験者の出願傾向の変化、一般

選抜入試前期の入試日の他大学との重

複などの要因が考えられる。 

・2022 年度入試においても、受験生の

一般入試離れは継続することが予想さ

れるため、総合型選抜、学校推薦型選

抜も含めた志願者獲得に向けた総合的

な検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全入試区分において新入試制度に伴う

改革を行ったが、出願数の少ない入試

もあったことから、他大学の入試改革

の内容や本学の入試への受験生の出願

傾向を分析し、入試区分ごとの変更を

2022 年度入試においても行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入試問題作成については校正時のチェ

ック体制に原因があったことから、再

発防止に向けて「問題作成者全員での

校正作業の実施」を行うこととなっ

た。また、緊急連絡体制については緊

急時のシミュレーション不足や対応方

法の相互確認に不備があったことか

ら、「ICT を活用した緊急連絡システ
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ムの構築および緊急連絡に対するマニ

ュアルの作成」を行うこととなった。 

【広報活動】 

・広報体制の強化 

 

 

 

・改組広報 3 年経過に伴い、新たな展開として

新メッセージを発信し、ブランドイメージを

高める。 

 

 

 

・ホームページページ内の回遊率、ビューの増

加を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修会等に参加し職務能力向上を図る。 

 

・テレビ CM を新規制作し、本学 DP「自己

のライフキャリアの確立をめざす」の根

底にあるメッセージを、受験生とその保

護者にわかりやすく訴求する。CMメッセ

ージに沿った Web コンテンツを制作し、

相乗的な認知、定着を図る。 

・Web 広告・DM の効率的な配信を行い、

新規接触者数を増やす。ホームページト

ップページの改修、取材記事や特集コン

テンツの集約、学科ページに教育成果の

発信を加え、魅力を伝えるサイトづくり

を目指す。 

 

 

 

 

・広報の役割や実務がわかる研修会、Web広

報戦略セミナー、先進事例紹介などへ参

加する。 

 

・新 CM を 7 月から中四国地方で放映開始。「私

を、生きる。」をキャッチコピーに各種媒体へも

順次展開した。Web トップページを 10 月に改修

し、CM メッセージに沿った在学生紹介コンテン

ツを 3 本制作。 

 

・コロナ禍において、対面広報が制限される中、

Web の重要性が増し、PV 数は前年比 120％にア

ップした。Web 広告は前年度同量投下を実施し、

本学サイトへの誘導をはかり、広告からの流入

率は 12％。本学サイトが日経 BP「大学スマホ・

サイト ユーザビリティ調査 2020-2021」で 13

位（昨年 17 位）となった。リニューアルから 4

年経過した現在も質の維持ができている。新た

にインスタグラムで在学生紹介する記事配信を

定期的に実施している。 

・コロナ禍で対面実施がなく、オンライン開催の広

報戦略セミナーに 6 回参加した。 

 

・キャッチコピー「私を、生きる。」

と、本学がうち出す人材育成像とを結

びつけたコンテンツを今後増やし、訴

求力を増したい。 

 

 

・予算の配分効率化をめざし、Web 広

報への移行を積極的にはかり、発信に

努める。コロナ禍でのイベント中止、

人物取材の制限により、更新できてい

ないコンテンツに着手する。 

 

 

 

 

 

・オンラインによって時間・距離の制約

がないので、今後もオンライン研修の

機会を活用したい。 

【修学支援】 

・教育のユニバーサルデザイン化の推進 

 

 

 

 

・障がいのある学生への合理的配慮の提供 

 

 

 

 

 

 

・学修環境の整備 

 

 

 

 

・大学でのユニバーサルデザイン化（ハード面・

ソフト面）に関する研修会を実施する。 

 

 

 

・配慮を希望する学生について、合理的配慮の

内容と範囲（大学からの情報提示方法、文章

等の工夫、通学の安全、学内移動の安全、修

学環境や生活環境への合理的配慮）を学生(保

護者)と障がい学生高等教育支援室と学科･教

務課･学生課･施設担当で情報を共有する。 

 

・双方向型授業（アクティブラーニング含む）

を推進するための教室環境を整備する。 

 

 

 

・研修会を 1 回以上開催する。 

 

 

 

 

・合理的配慮が必要な全ての学生へ対応す

る。 

 

 

 

 

 

・3 年計画で中規模教室をアクティブラー

ニングが可能な環境（机・椅子・機器整備

とレイアウト）を整える。 

 ※教育研究環境（施設設備）の項を参照 

 

・前期に研究会を開催できなかった。 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため遠隔

での相談も加え、個別対応を行った。 

 

 

 

 

 

・3 月中旬にソフィア 102･103･104 教室の入れ替

えを行う。 

 

 

 

・ユニバーサルデザイン化を進めること

ができなかった。研修会による知識の

習得だけでなく、具体的にできること

を探していくことも必要である。 

 

・ニーズの充足状況はリモートでは計り

にくかったが、アンケートを取るなど

して補うことができた。 

 

 

 

 

・2021 年度も人文館教室の改修を予定 

している。 
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・課外における学修支援体制の充実 

 

・成績不振学生への組織的取り組み（基礎科目

の補習実施、ASC の利用促進、ASC と学

科・教員との連携促進。 

 

・基礎科目不合格者・失格者の補習クラス出

席率を 50％以上確保する。 

 

 

 

・ASC の利用学生について、前年度比 10％

増加を目指す。 

 

・基礎 5 科目について、全 8 回の補習を実施した。

受講対象学生のうち、申込率は 19~51.6％、平均

出席率は、23.2~81.3％であった。基礎学力的な

部分でのつまずきを修正することにより、修学

意欲の向上・中退予防を目的としている。 

・ASC 利用率は年度末に整理する。前期はｺﾛﾅ感染

予防のため遠隔でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに切り替えて対応

したが、前期の学生の参加は例年の 2 割程度と

なった。後期は、正規授業と同様に個別学修相談

は対面を基本とし、ｵﾝﾗｲﾝによる相談にも対応す

ることとした。各種講習会は、対面実施の場合で

も同時にｵﾝﾗｲﾝ(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)視聴可能（1 週間程度）

としたことにより、受講機会の確保に努めた。 

・2020 年度から、ASC 独自のサイトを立ち上げ

た。 

 

・補習受講対象者に対する参加申込者数

が改善するための方策が必要である。

そのため、学期初めのチューター面談

等により、補習受講のメリットを対象

学生に確実に伝えることとする。 

・知名度が低い。 

・本当に相談してほしい学生からは自発

的積極的な取り組みが期待できないた

め、学生を ASC へつなぐため、学科

との更なる連携が必要である。 

・新規 LA（ﾗｰﾆﾝｸﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）の確保・

育成が重要である。また、人件費の確

保、待遇改善(昇給)に努める。 

 

【生活支援・国際交流】 

・ボランティアセンターの機能強化 

 

 

 

・ボランティア活動の奨励・推進 

 

 

 

 

・国際交流の活性化 

・ACUCA 加盟大学との協定 

 

・奨学金制度の充実 

 

 

 

 

 

・学生の心身の健康を維持するための相談・

支援機能の充実 

 

・各種ハラスントへの相談・解決機能の強化 

 

・地域社会にある大学としての社会的責任を果

たしつつ、社会体験を通じた学生の成長を促

すという意味で、地域連携センターとの機能

統合を目指す。 

・学科・教員が企画／主催する、地域の奉仕活

動を側面から支援し、大学広報へとつなげて

いく。 

 

 

・国際英語学科の主な活動対象とする北米や英

国以外のアジア圏の提携大学（韓国、フィリ

ピン）との交流を活発にしていく。 

・「修学支援新制度」の確実な運用で経済的困難

にある学生の修学を支援する。 

 

 

 

 

・心理カウンセラー、保健師の外部研修への参

加を積極的に支援し、他校の良い事例を本学

にも取り入れるよう促す。 

・教員－学生という関係性におけるハラスメン

 

・地域連携センターとの統合について検討

会を持つ。 

 

 

・全学生中のボランティア登録者割合とボ

ランティア活動（あるいは「社会連携活

動」と定義した活動）参加割合を西日本有

数の大学にし、大学広報に役立てる。その

証左となる客観データを収集する。 

・仁川大学校の夏期セミナーへ最低 3 名派

遣する。 

 

・対応が必要な全ての学生に対応する。 

 

 

 

 

 

・各専門職が各学期 1 回以上研修を受ける。 

 

 

・勉強会を 1 回以上行う。 

 

・組織整理についての検討はできていない。 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため前期

は活動ができていない。後期の始まり頃は対面

授業の再開により学生が大学に登校するように

なり、ボランティアの依頼も入り始めたが、再び

感染状況が悪化し、すべて中止となった。 

・新型コロナウイルス感染症のため、仁川大学校の

夏期セミナーを含め海外派遣・受入れ事業はす

べて中止となった。 

・「修学支援新制度」について適切に対応した。コ

ロナ禍による家計急変等へも対応（「自宅学修支

援金」、「自宅外学生家賃支援金」、ゲーンス奨学

金支給に伴う「特別支援金」、新型コロナウイル

ス感染症に伴う授業料減免、新型コロナウイル

ス感染症対策給付金）を行った。 

・研修会（遠隔）への参加、専門書を用いた自宅学

習を行った。 

 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、日程調整が

 

・ボランティアセンターの機能強化を進

める必要はあるが、地域連携センター

との役割分担などの整備も必要であ

る。  

・コロナ禍においても、幼稚園や小学

校、障がい者サークル等でのイベント

参加に強い興味を持つ学生から多数の

問い合わせがあり、このモチベーショ

ンを保てる働きかけが必要である。 

 

 

 

・修学支援新制度以外の対応は単発的単

年度のものなので、修学支援新制度が

利用できない学生に対する今後の支援

を検討する必要がある。 
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・クラブ・サークル活動の活性化 

 

ト事案の扱いについての対応の仕方を外部専

門家の知恵を借りながら検討する。 

・全体的に低調なクラブ・サークルの中で、比

較的活発な活動をみせている弓道部、吹奏楽

部、ダンス部などを大学媒体で今後も積極的

に取り上げる。また、クラブ・サークルにな

っておらず個人的に練習をしてきた学生（例：

水泳、器械体操など）の大会出場などを大学

として応援する。 

 

 

・月 1 回を目標に、HP や広報誌に活動内

容を取り上げる。 

できなかったため勉強会は未実施。 

 

・新型コロナウイルス感染症改題防止のため前期

は活動できなかった。後期オリエンテーション

時に主に動画により活動を紹介する時間を設

け、学内サイトにクラブ活動紹介ページを開設

して、全学生に向け公開した。 

 

 

・学生たちには感染症対策を行った状態

での活動が見いだせなかったためか、

活動が止まったクラブ・サークルが多

かった。オンライン活動を含め大学が

例を提示しながらてこ入れする必要が

ある。 

【キャリア支援】 

・ライフキャリア構築をめざすキャリア教

育の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学生の個性に応じた進路・就職支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専門科目の授業とライフキャリアの関係（社

会とのつながり）を、学生が自ら見出せるよ

う企業と学科との連携を通じて支援してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職ガイダンス・セミナーのプログラムを学

科の特性、学生の就活状況を考慮して見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・企業との連携を強めて、授業を通してライ

フキャリア構築のための支援ができるよ

うにする。 

 

・企業見学会（2019 年度は 5 社実施）をさ

らに拡大し、学科と連携しながら充実さ

せていく。 

 

・2019 年度のガイダンス・セミナーへの出

席状況や出席状況や就職実績を確認し、

就職活動の早期化に対応できるよう見直

していく。 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度はコロナ禍において、インターンシッ

プの受入れ先が大幅に減少。同時に求人も減少し

ている。 

 

 

 

 

 

・毎年 9 月下旬に大学で開催する「教育・就職懇談

会」（保護者対象）は、オンライン_オンデマンド

にて配信(9/5〜9/18)。視聴数は平均 183 回（例年

100 名程度の参加） 

・授業を通した新たな支援については、中小企業家

同友会との連携により実施した。 

 前期：日本文化「CSP(ｷｬﾘｱｽﾀﾃﾞｨﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)」 

 後期：生活デザインのゼミ（地域デザイン） 

・企業見学会→｢OG とのオンライン交流会」に変

更、企業 5 者参加。管理栄養 3 年生対象、2 月実

施、申込者 27 名。 

 

・ガイダンス・セミナー（ｵﾝﾗｲﾝ_classroom で実施、

3 年生対象分は 66 回(昨年度 55 回) 

 

 出席状況：徐々に視聴回数が減少 

→後期は、ガイダンスはオンデマンド、セミナー

（少人数制）は対面で実施し、参加を促した。 

 

・2 年生対象のガイダンスについては、就職に関し

て意識づけのために後期オリエンテーション時

 

・インターンシップ（2･3 年生対象）

は、中小企業家同友会の協力を得て、

夏休みに地元企業の 1 週間プログラム

を実施。 

・2020 年度卒業生の就職状況について

は、5/1 現在就職未定者の内、求職中 11

名について、卒業後も引続き学科と連携

し、一人ずつ対応していく。 

・オンラインの実施により保護者が参加

しやすい状況が見られた。 

 

 

・「中小企業家同友会との包括的連携協

力に関する協定」を締結した。今後更

に連携を強めて、インターンシップ、

企業研究の授業にて活用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

・視聴回数減少の対策として、参加には

個人的な直接の呼びかけが効果的であ

るため、双方向の機会（対面、遠隔共）

に常に呼びかけることに努める。 
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・学生との面談をさらに充実させる。 

 

 

 

 

 

 

・進路決定率の向上をめざす。 

 

 

 

 

 

・本年度、「大学等におけるインターンシップの

届出制度」への申請を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「進路登録票①②」の面談を 3 年生全員に

実施するようにする。 

・ 学科と連携しながら、学生の多様なニー

ズに合わせた面談を実施できるように

する。 

 

 

・ 全学の実就職率 92%をめざす。そのため

に、就職に対する意識づくりを早期から

実施する。 

また、就職の有無に関わらず、すべての

学生が卒業後の進路を決定して卒業で

きるようにする。 

・申請に必要な要素のうち、①インターンシ

ップの事前事後における適切な学生指導

（特に、実習期間中のモニタリングを学

科教員と共同で行う必要がある）、②教育

的効果を測定する仕組みの 2 点について

充実させていく。 

 

に実施した。 

・今年度も「就活マラソン」（ｵﾝﾗｲﾝ_zoom）を実施

した。就活に出遅れている 3 年生を対象とし、2

月上旬 2 日間集中的に就職支援セミナーを実施。

31 名参加。 

 

【新型コロナ感染症によるオンライン対応につい

て】 

・面談（ｵﾝﾗｲﾝ_meet で実施）オンライン化に伴う

メリットは、質が向上（対面によるマスク着用の

面談では顔の表情を読み取れないため）、自宅か

ら参加できる、等。 

 デメリットは、ニュアンスが伝わりにくい、遠隔

授業の課題にわれて就活関連まで手が回らない、

書類添削のやりとりに時間がかかる等。 

・企業面談は、オンライン化傾向にあり、対面との

併用が多く、コロナ禍における対策支援を行っ

た。 

 

・「進路登録票①」の提出（=面談）率 89.9％（3/31

現在） 

→2019年度86.7%(2020.3/31現在)より3.2%UP 

・2019 年度実就職率は 93.1％（2020.5/1 現在）で

あり、昨年度中に目標を達成しているが、卒業後

（2020 年度）も引き続き就活支援を行った結果、

93.4％まで上昇した。 

・2020 年度実就職率：90.5％（5/1 現在） 

 コロナ禍の求人率減少による影響を受けてい

る。 

 

 

 

・「大学等におけるインターンシップの届出制度」

への申請を行う。 

①中小企業家同友会のインターンシップ（15 社 19

名参加）では、事前、事後(報告会)、モニタリン

グを実施。 

②教育的効果を測定する仕組みとして、レディネ

ステストでインターンシップ前後の比較を行な

 

 

 

 

 

 

 

 

・対面 or 遠隔は、学生の希望にあわせ

て実施した。ポータルサイトで頻繁に

お知らせを行ったが、相談件数は減少

傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続きコロナ禍のため、2021 年度に

ついては、早めの就職活動を呼びかけ

て、対応を行なう。 
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・キャリアカウンセリングの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 卒業生の就業状況の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各学科と連携した取り組みをさらに充実させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・卒業生を対象としたアンケート調査、就職先

での人事担当者との面談、就職先への調査等

を通じて、卒業生の就業状況や求められる人

材像等を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまで栄養、幼心と連携して実施してき

た実習前後でのキャリアコンサルタント

によるカウンセリング（事前準備と振り

返り）について見直しを行い、改善したう

えで引き続き実施する。 

また、国際英語・日本文化・生活デザイン

においても各学科と連携したキャリアカ

ウンセリングを計画し、実施する。 

 

 

・昨年度から実施している企業の人事担当

者を対象とした「社会人基礎力に関する

アンケート」をさらに充実させるととも

に、分析結果をキャリア支援に活用して

いく。 

また、卒業生へのメール配信によるアン

ケートも実施する。 

う。 

受講者平均（20 点満点） 前 後 差 

A:就職意欲 14.45 16.40 +1.95 

B:ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝ設計度 15.55 17.40 +1.85 

C:環境理解度 12.00 13.80 +1.80 

D:就活理解度 12.85 14.70 +1.85 

E:思い込みからの自由度 14.00 15.20 +1.20 

 

 

・キャリアコンサルタントによるカウンセリング：

管理栄養は実施(2 年生)。児童教育は希望者を対

象に実施を予定していたが、コロナ禍により実施

できなかった。 

 

 国際英語・日本文化・生活デザインについては未

実施。 

 

 

 

・コロナ禍により、毎年実施してきた教員の企業

訪問による就職先での人事担当者との面談、就

職先への調査等が実施できなかった。 

・求める人材を明らかにしようとする「社会人基礎

力に関するアンケート」は中小企業家同友会の企

業に向けて実施した。（15 社より回答あり） 

・卒業生へのメール配信によるアンケートは、 

実施できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管理栄養と児童教育は、学外実習の機

会があるため、その対応策としてキャ

リアコンサルタントのニーズが求めら

れる。国際英語・日本文化・生活デザ

インについては今年度はそのニーズが

なかったため、今後はインターンシッ

プの積極的な参加を呼びかけ、カウン

セリング（事前準備と振り返り）を充

実させていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

・卒業生の OG メールの登録率（使用頻

度）が低いため、確実に届くアンケー

トの送信方法の検討が今後の課題であ

る。 

【教育研究環境（施設設備）】 

・ソフィア 1 号館エレベータ改修工事 

 

・ヒノハラホール 5 階アセンブリーホール

空調改修工事 

 

 

・バス停移設に伴う駐輪場周辺整備工事 

 

 

 

・昨年改修予定だったエレベータ改修を今年度

実施する。 

・建築当初からの設備（築 24 年）であり、能

力の低下とフロンガス（R22）規制に対応す

べく改修を行う。 

 

・バス停留所確保のため、アイリスインターナ

ショナルハウス解体と一部駐輪場周辺を整備

する 

 

・老朽化したエレベータを改修することに

より学生の安全を図る。 

・見積業者を数社選定し、同スペックで相

見積もりを依頼する予定。 

 

 

・バス停工事発注者である広島市と連携

し、周辺整備発注時期を調整する。 

 

 

・エレベータ改修については、今年度はソフィア

1 号館のエレベータ改修を 3 月におこなった。 

・アセンブリ―ホール空調改修工事については、

今年度改修を行った。 

 

 

・バス停工事については、広島市の入札の関係で

工事が来年度に変更となり、それにあわせて駐

輪場周辺工事も一部来年度へ工事が変更となっ

 

・次年度に向け、ヒノハラホールエレベ

ータの改修を計画する。 

・次年度は、エアコンの老朽化とフロン

ガス規制を考慮し、校舎の電灯の

LED 化とあわせて、長期的なリース

での導入を検討する。 

・次年度も引き続き実施する。 
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・双方向型授業促進のための教室環境整備 

 

・アクティブラーニング型授業の実施に利便性

の高い教室を整備する。 

 

・2020 年度予算の範囲で可能な限り教室

整備を行い、整備を終えた教室から逐次

使用を開始する。 

た。 

・今年度は、コロナウイルス感染症の影響を受

け、施設・設備整備にも若干影響を受けたが、

3 月末に整備が完了した。 

 

・年度毎に計画を立て、整備を進めてい

く予定である。 

【教育研究環境（図書館）】 

・図書館見学ツアー及び図書館ガイダンス

の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題図書の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職関係の資料の充実及び「就活本コー

ナー」の設置について 

 

 

・1 年生対象の前期必須科目「初年次セミナ

ー」では、授業を 1 コマ分用いて、図書館職

員が「図書館見学ツアー」と「図書館ガイダ

ンス」を実施しており、学生の理解度を高め

るために実体験時間を増やす。 

・ガイダンス定員を約 40 名に設定し、少人数

制で実施することにより、学生の理解度を高

める。 

・欠席者へのフォローを強化する。 

 

 

 

・2020 年度のシラバスに新規項目として「課

題図書」の欄を設け、授業内でレポート課題

等を課す際に本学図書館の資料を利用させる

場合、書名が決まっている場合は書名、決ま

っていない場合は分野等を教員に記入しても

らう。課題図書として利用したい資料が図書

館にない場合は、冊子体資料や電子書籍を新

規購入することも可能とする。 

 

 

 

・シラバスのデータを教務課から送信してもら

い、課題図書を実施する教員に利用する資料

についてヒアリングし、各階の書棚に情報を

掲示し、学生が探しやすい環境を作る。また

シラバスに課題図書の記載がない教員にも図

書館から個別に課題図書の実施を促してい

く。 

 

・現在図書館は就職関係の資料を約 140 冊所

蔵しているが、ほとんどの資料の情報が古い

ため、2020 年度は図書館の予算から業界研

 

・「図書館ガイダンス」の説明時間を短縮

し、「パスワード設定」や「実際に

OPAC を利用して、書架に本を探しに行

く」時間を増加することにより、受講者

が自分の探したい資料を 100％的確に探

し出せることを目標とする。 

・4 月中旬から 6 月初旬の「初年次セミナ

ー」の授業終了後に教員から欠席状況を

確認し、図書館職員がガイダンスを個別

に実施し、ガイダンス受講者 100％を目

指す。 

 

・課題図書の実施により、学生が授業を通

して図書館を利用する機会や図書館の資

料に触れる機会を増やし、本学図書館の

入館者数、前年度比、2,000 名増、書籍

等の貸出冊数、前年度比、500 冊増を目

指す。 

 

 

 

 

 

・2020 年度の課題図書の予算は 40 万円計

上しており、期の途中でも予算が余って

いれば、全教員がこの予算から課題図書

を購入できる。 

 

 

 

 

・キャリアセンターでは就職関係の資料を

購入する予算を計上しているが、少額で

あるため新聞を購入するのみで、業界研

 

・新型コロナウイルス対策のため、対面での説明は

できなかったが、動画配信による説明を行った。

動画視聴回数は 458 回、動画視聴可能期間は全

学的には 6 月 15 日から 7 月 15 日まで公開し、

その後は未視聴者にのみ、8 月 17 日まで URL

を提供した。補講授業完了報告アンケートは 271

名提出された。 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス対策のため、前期には実施で

きていない。後期の対面授業実施期間に図書館 2

階の課題図書コーナーに配架した課題図書を担

当教員が学生に紹介した。しかし新型コロナウ

イルス対策のため、5 月から 9 月まで図書館を閉

館し、その他の期間も利用制限があったため、貸

出冊数については、2021 年 3 月現在で 6,347 冊

（昨年度：11,537 冊）、入館者数については、

12,221 名（昨年度：59,816 名）となり、激減し

ている。電子書籍等を課題図書として推奨した

が、利用する教員はいなかった。 

・新型コロナウイルス対策のため、前期には実施で

きていない。後期に対面授業が開始しても図書

館利用に制限があり、課題図書を周知徹底する

ことができなかった。 

・予算 40 万円のうち、英語多読図書としてネリー

ズの洋書 275 冊（187,854 円）を購入した。今期

の予算執行額は、80,196 円である。 

 

・新型コロナウイルス対策で入館者数を制限する

ことになった。後期は対面式授業再開となり、図

書館は開館したが、新型コロナウイルス感染拡

 

・動画配信とアンケートのみでは、学生

が実際に書架で本を探すことができる

ようになったか、学生全員がパスワー

ド変更の処理を行ったかを把握するこ

とはできない。来年度は動画配信・ア

ンケートのみとなるのか、通常通り図

書館見学ツアー・ガイダンスを実施す

ることができるのか、新型コロナウイ

ルス感染状況により、現段階では判断

ができないため、両方を視野に入れて

検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シラバスに基づいて本格的に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

・このコーナーは常設なので、来年度も

学生にとって有益な就活本を継続購入

し、学生に紹介していく予定である。 
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・「図書館の利用実態等に関するアンケート

調査」結果による分析について 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員からの紹介本の展示について 

 

 

究・企業研究の資料、一般常識・SPI の問題

集等を購入して、就職関係資料の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

・図書館 1 階の学生の動線となる場所に「就活

本コーナー」を設置し、キャリアセンターと

連携し学生に必要な資料を選書、展示する。 

 

 

 

・現在契約しているデータベース「日経 BP 記

事検索サービス」を利用することにより、客

観的な業界分析・企業研究が可能となるた

め、学生に周知徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2019年度後期に非常勤講師の森脇先生の授業

「社会教育演習Ⅱ」の中で学生対象に「図書

館の利用実態に関するアンケート調査」を

1,314 部配布し、回収部数は 545 部、回収率

は 41,4％であった。2020 年度も引き続き授

業の中で、図書館と教員が連携して、アンケ

ートの調査結果の分析をすることにより、今

後の図書館の利用促進及び活性化対策を検討

する。 

 

・学生課が年に 3 回発行する「キャンパスニュ

ース」の「Relay Essay」の中に「学生時代

に読んでほしい本＆DVD」のコーナーがあ

究・企業研究等の資料を購入することは

できていない。このため図書館の「参

考・一般」の予算を利用して、就職関係

の資料の充実を図ることにより学生の就

職活動のサポートを行い、図書館の入館

者数及び貸出冊数の増加を目指す。 

（数値目標については「課題図書」の欄

に明記） 

・図書館 1 階に「就活本コーナー」を設置

することにより、学生が就職関係の資料

に触れる機会を増やし、図書館で学生が

業界研究・企業研究の分析ができる環境

を作ることを目指す。 

 

・「日経 BP 記事検索サービス」は図書館

内限定で利用できるデータベースである

が、利用が 2018 年度は 229 件、2019

年度は 192 件である。このデータベース

は業界や会社名、地域など、色々な角度

から知りたい情報を素早く収集できるた

め、学生に周知徹底し、図書館利用の増

加と就職率向上を目指す。 

 

 

 

 

・調査結果・分析を踏まえ、①図書館利用

促進への取り組み②図書の貸出冊数増加

への取り組みについて検討し、図書館の

利用者数及び貸出冊数の増加を目指す。 

（数値目標については「課題図書」の欄

に明記） 

 

 

 

 

・「学生時代に読んでほしい本＆DVD」コ

ーナーは 2014 年度から掲載が開始され

ているため、これまでに教員から紹介さ

大防止のため、図書館利用に制限があったため、

就職関係の資料を積極的に利用するよう勧める

ことができなかった 

 

 

 

 

 

・就活本コーナーは、すでに図書館１階に設置し、

就活本についてはキャリアセンターからのリク

エストも含めて、約 50 冊の就職関係資料を購入

したが、新型コロナウイルス対策のため、図書館

利用が制限され、後期以降、積極的に活用される

ように勧めることができなかった。 

・2021 年 3 月現在で「日経 BP 記事検索サービ

ス」のアクセス数は 68 件で、利用本数は 64 件

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染防止のため、図書館を

制限なく利用できない環境であったため実施を

見送った。 

 

 

 

 

 

 

 

・実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「朝日新聞記事データベース聞蔵Ⅱ」

と「ジャパンナレッジ」のデータベー

スはコロナ対策のサービスとして無償

でリモートアクセスができたが、「日

経 BP 記事検索サービス」は無償リモ

ートアクセスのサービスがなかった点

も利用者減の要因である。 

このデータベースへの学生のアクセス

数は 2019 年度も少なく 192 件であっ

たため、費用対効果を考え、2021 年

度から中止することとする。 

 

・来年度も新型コロナウイルス感染防止

のため、図書館を制限なく利用できる

かどうか不明なので、「図書館の利用

実態等に関するアンケート調査」結果

による分析は継続して実施しないこと

とする。 

（森脇先生の授業では、来年度は別テー

マを分析するとのことであったため） 

 

 

・興味のある本についてはメールか電話

で貸出しの申し込みをすることがで

き、借りたい学生には本を郵送するサ
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 り、教員がこのコーナーで紹介している資料

を図書館でも展示し、学生の資料への関心を

高める。 

れた本を図書館で展示し、学生が資料を

身近に感じ、興味をもつよう工夫する。

また 2020 年度には年 3 回のキャンパス

ニュース発行後、図書館 1 階の学生の動

線となる場所に 1 冊ずつ資料の展示紹介

を行う。日常的に授業を受けている学生

にとって、教員の紹介する資料は興味深

いため、その資料（DVD 除く）が図書

館に所蔵していない場合は購入して、学

生に紹介する。 

（数値目標については「課題図書」の欄

に明記） 

ービスを実施したが、申し出があった

のは数冊のみであった。 

 

 

 

【教育研究環境（研究環境・研究倫理）】 

・外部資金獲得の奨励・支援 

 科研費説明会（９月）開催と、申請者へ

の個別対応、科研費「研究活動スタート

支援」の奨励、産学連携のための会議・

講演会等への出席。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究倫理遵守の徹底 

公的研究費の不正使用、研究における不正

行為についての説明会の開催と、教員、新

任教員への日本学術振興会による「研究倫

理 e ラーニングコース」の修了。

  

 

・外部資金獲得の奨励・支援 

 科研費説明会を実質的なものとするため、変

更点を中心に簡潔に説明し、質問の時間を設

ける。科研費申請書に関して、昨年同様、課

員・所長が通読し、コメントを付して返却す

る。そのため課員・所長は申請書に対する有

効な知識を得るため、科研費申請に関する書

籍等を読み、不断の努力を怠らない。2016

年後期から開始された、新制度による本学特

別研究助成を、科研費採択への支援に特化し

た助成とする。 

４月赴任の教員に、科研費「研究活動スター

ト支援」を紹介する。 

 

・研究倫理遵守の徹底 

４月の教授会、公的研究費の説明会（６

月）、科研費応募要領の説明会（９月）にお

いて、公的研究費の不正使用、研究における

不正行為について、説明する。日本学術振興

会による「研究倫理 e ラーニングコース」、

昨年度２回目を実施したが、まだ修了してい

ない教員への修了を徹底し、４月赴任の教員

に受講を促す。 

 

・「科研費」、「研究活動スタート支援」へ

の応募件数 ⒓件、新規採択件数 ４件 

 

・科研費応募の説明会への出席者数 20 人  

 

・産学連携に関する会議等に１度は出席す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・公的研究費使用の説明会への出席率 受

給者の 100％出席。 

 

 

 

 

 

 

 

・教員・新任教員全員の日本学術振興会に

よる「研究倫理 e ラーニングコース」の

修了。 

 

・令和 2(2020)年度「科研費」新規採択数 3 件、

継続課題 10 件(研究代表者：8 件、研究分担

者：2 件)。学術研究助成交付は、個人研究 13

件、共同研究 1 件。学長裁量経費交付は、4

件。4 月に就任した 6 名の教員のうち、2 名は

科研費を受給中であり、そのうち 1 名は、学長

裁量経費が交付された。また、新任者のうち 3

名は学術研究助成が交付された。 

 コロナウイルス感染症の拡大により、外部資金

及び学内助成金を研究計画どおりに執行するこ

とが困難な事例が生じた。 

令和 3(2021)年度「科研費」申請件数は、計 10

件であり、昨年度比で 2 件の減少であった。 

 

・6 月「公的資金使用説明会」及び 9 月「科研費

説明会」はコロナウイルス感染症防止対策によ

り開催を中止し、「公的資金使用説明会」で例

年配布している資料を研究助成交付者に配信し

た。また、令和 3(2021)年度科研費公募に関連

する情報を、全教員に配信した。 

 

 

 

・日本学術振興会が提供する、研究倫理教育 e ラ

ーニング受講については、全教員と研究費を取

り扱う部署に向けて、9 月末までに受講を完了

 

・外部資金への応募が活性化するよう、

随時、更新情報の発信を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今年度の実施例から、問題がなけれ

ば、令和 3(2021)年度も同様の方法を

検討する。 

 

 

 

 

 

 

・日本学術振興会「研究倫理 e ラーニン

グコース」は、従来どおり 100%の受

講率を達成する。 
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 するよう通知を行った。令和 2(2020)年度の研

究倫理教育 e ラーニング受講率は、100%であ

った。 

令和 3(2021)年度からは、大学院生を対象に、

日本学術振興会が提供する、研究倫理教育 e ラ

ーニング受講を義務付けることが研究科委員会

で決定された。 

 

【教育研究環境（情報環境）】 

・Wi-Fi 環境の充実 

 

 

・情報機器の整備 

 

・Wi-Fi スポットの増設 

・回線の強化（帯域確保） 

 

・ファイルサーバ及びファイアウォール機器の

強化 

 

 

・年次計画で整備している Wi-Fi 機器増設

と利用増加に比例した回線速度改善及び

認証方式の更新 

・利用が増加しているファイルサーバの更

新（容量増加）およびファイアウォール

更新によるセキュリティ確保 

 

・W-Fi 機器については、今年度はソフィア 2 号

館 2 階他、利用できる教室を整備し、また建物

間の通信機器を更新した。 

・ファイルサーバおよびファイアウォールの更新

については、夏期休業期間中に完了した。 

 

・今後、学内で利用できる教室等を年次

計画で順次整備する予定である。 

 

・今後は、ファイルサーバの利用方法等

を来年度に整備する予定である。 

【社会連携】 

・地域連携センターの位置づけを明確にし、

組織体制を整備 

 

 

 

 

・地域連携の強化 

 

 

・大学執行部を説得する。（2019 年度に起案書

提出済み） 

・主担部署の設置と主担者の配置 

・主担部署の設置と主担者の配置 

・ボランティアセンターとの業務整理を行う。 

 

・学科（教員・科目・学生）、教員の研究分野

等と地域・産業界・行政との連携窓口の構築 

 

・2021 年度 4 月からの組織的運営開始を目

指す。 

・ボランティアセンターとの業務整理のた

めの会議を持つ。 

 

 

・学科、教員の専門的能力の情報収集を行

う。 

 

・2021 年度も組織改編は行われず、教務課内業務

の位置づけとなる。 

・地域連携センターの位置づけが不透明であるた

め、ボランティアセンターとの業務整理のため

の会議は持たなかった。 

 

・（一社）広島青年会議所主催の「未来へつながる

第一歩 ひろしま公益連携フォーラム」に参加

（9/10 秘書課 大田氏）した。 

・今年度はコロナの影響により、各種行事・企画が

中止となり、地域連携センターが把握する実績

は次のとおりである。 

 ＊西条鶴〔新酒ラベルデザイン〕（生活デザイン

学科） 

 ＊呉市広まちづくりセンター〔SDG’ｓ学習会ア

シスタント〕（生活デザイン学科） 

 ＊トータテ都市開発〔まちのコミュニティハウ

スプロジェクト〕（生活デザイン学科） 

 ＊広島湾さとうみフェスタ 2020〔イベント司会〕 

＊広島市東区役所地域おこし推進課「スイーツ

プロジェクト」チラシ・ポスター：生活デザイン

学科学生のイラストが採用された。 

 

・地域連携センターの組織体制の整備が

進んでいないため、引き続き大学執行

部への働きかけが必要である。 

 

 

 

・コロナ禍であったが、活動することが

できた。地域連携の強化のためにも地

域連携センターの組織体制つくりを急

ぎたい。 

【社会貢献】 

・地域社会のニーズにあった公開講座・セミ

 

・公開講座の実施、シティカレッジの実施、早

 

・公開講座（管理栄養学科）申し込み人数

 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、公開
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ナー等の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティアセンター独自企画の実施・

地域社会からの依頼受け入れと登録学

生・派遣学生の増加 

稲田アカデミー（早稲田公民館）への講師派

遣、地域・行政等からの講師依頼の調整を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【生活支援・国際交流】参照 

 

150 名以上、アンケートにおいて「とても

満足」を 80％以上。 

・シティカレッジ（共通教育部門）申し込み

人数 50 名以上、アンケートにおいて「と

ても満足」を 80％以上。 

・早稲田アカデミー（6 名派遣）申し込み人

数 20 名以上、アンケートにおいて「とて

も満足」を 80％以上。 

 

 

 

 

・【生活支援・国際交流】参照 

 

講座、シティカレッジは中止（来年度実施）とし

た。 

 

 

 

・5/22（田頭教授）は新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため中止となったが、6/19（妻木准教

授）、7/17（中村教授）は実施した。9/17（福田

教授）、10/23（植西教授）、11/27（西口教授）の

講座も実施できたが、5 月に中止になった代替と

して予定していた 1/18（砂野講師）は感染拡大

のため中止となった。計 5回行い、平均満足度は

82.9％であった。 

・コロナ感染拡大防止のため、多くが中

止となったが早稲田アカデミーは一部

実施されるなどそのニーズはあること

が分かる。講師依頼に迅速に対応でき

るよう、教員の研究内容についての情

報収集を引き続き進めるとともに、活

動拡大のためにも地域連携センターの

組織体制の構築が急がれる。 

【ＦＤ活動】 

・教育の資質向上に向けての計画の策定と

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・FD 研修会及び FD・SD 研修会を継続的に行

う。 

・FD 研修会への参加率を増加させるために、

メールや教授会での連絡、学科会等での周知

を行うとともに、各研修会での学科ごとの参

加状況の公表を行い、参加率の増加を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年に５回以上の FD 研修会を実施する。 

・全ての研修会を通した参加率 100%、各研

修会への参加率 80％を目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・FD 研修会は以下のとおり、4 回は FD 研修と

して、3 回は FD/SD 研修会として、計 7 回の

研修を実施した。研修回数は目標を達成するこ

とができた。また、全教員がいずれかの研修会

に参加しており、全ての研修会を通した参加率

は 100.0％であった。また、各研修会への参加

率は全て 80.0％を上回った。 

4/2 大学新任教員・職員オリエンテーション

（出席率 100％） 

9/16 第１回 FD・SD 研修会（教員出席率

87.3％） 

 「GPS-Academic 受検結果の報告と今後の指導

にむけて」 

  講師：安藤虎太郎氏（㈱Benesse i-Career） 

10/26 第 1 回 FD 研修会（出席率 85.2％） 

「遠隔授業に関する調査」結果報告 

  講師：情報管理委員会 宮内 まどか氏 

  「効果的な遠隔授業の実践と ICT ツール紹 

介」 

  講師：共通教育部門 中田 美喜子氏 

12/18 第 2 回 FD・SD 研修会（教員出席率

81.5％） 

 「進研模試の結果の共有とコロナ禍において来

 

・研修会への参加率を増加させるため、

メールや教授会での連絡を行う。 

・参加しやすい環境を整備できるよう、

オンラインでの実施も検討する。 

・研修会の到達目標を事前に周知し、研

修目的を明確にすることで、受講意欲

を向上させる。 
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・教育研究の質向上に絶えず努め、顕著な学

習経過を達成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学外で行われる FD に関する研修会に積極的

に参加し、得られた情報を共有する。特に 

FD 委員に対して積極的な参加を促す。 

 

 

・主体的な学びを導く手法についての情報共有

を行うために、研修会を実施するとともに、

授業参観による積極的な情報の獲得を進める

枠組みを作る。 

 

 

 

・効果的なアクティブラーニングについて、ス

チューデント・アシスタントと情報交換をす

る場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各学科で必ず１名、学外の FD 活動に参

加するように各学科に促す。 

 

 

 

・効果的な授業実践例の情報共有の場を FD

研修会の中で設定する。 

 

 

 

 

 

・アクティブラーニングについての情報交

換の場を１回設ける。 

 

 

 

 

年度検討すべきこと」 

講師：支社長 延原 範昭氏，青木 伽尚子氏

（(株)進研アド中・四国支社） 

1/6 第 2 回 FD 研修会（出席率 96.3％） 

「カリキュラムアセスメントプランの構築」 

1/7 第 3 回 FD 研修会（出席率 94.4％） 

「どんな学生に育つと自学科の教育は成功した 

といえるのか」 

2・3 回講師：桑木 康宏氏（㈱学びと成長し 

くみデザイン研究所 代表取締役）  

1/7 第 4 回 FD 研修会（出席率 94.4%） 

「教務事項シラバスに関する説明会」 

 講師：教務課 課長 入江 直子氏 

3/10 第 3 回 FD・SD 研修会（教員出席率 

98.1％） 

「全学年 GPS-Academic 受検結果より貴学の特 

徴と今後の考察」 

講師：安藤虎太郎氏（㈱Benesse i-Career） 

また、上記研修会以外に 1/29 に開催された授

業目的公衆送信補償金制度のオンライン説明会

を 2/15～3/15 の期間で受講するように促した。 

・全ての学科教員延べ 18 名が学外での FD に係 

するオンライン研修会に参加した。 

 

 

 

・10/26 に「効果的な遠隔授業の実践と ICT ツ

ール紹介」をテーマに共通教育部門 中田美喜

子先生を講師として FD 研修会を実施した。コ

ロナ禍での遠隔授業に対応するため、ICT ツー

ルを活用した効果的な授業実践例（アクティブ

ラーニング含む）について紹介され、情報共有

を図ることができた。 

・ライフキャリア科目で予定していたスチューデ

ント・アシスタントとはオンライン授業とな

り、情報共有の場を設けることができなかっ

た。 

・前期の教養科目において、11 グループでグルー

プに各 1 名サポート学生を配置して Zoom の「ブ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今年度は全ての研修がオンライン開催

であり、移動を伴わないため、研修会

へは参加しやすかったと考えられる。

さらに多くの教員が、FD 研修会に参

加するように促したい。 

・今後も引き続き、ICT ツール活用した

効果的な指導方法について、実践に結

びつく研修を行う必要がある。 

 

 

 

 

・スチューデント・アシスタントとの情

報交換を行い、効果的なアクティブラ

ーニングの方法を検討する。 

 

・今後も実施されたアクティブラーニン

グの実践事例の情報共有の場を設け
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・カリキュラム・マップや DP 細目を念頭に、

授業評価アンケートの変更項目を選定すると

ともに、授業評価アンケートの方法を再考す

る。 

 

 

 

 

・各学科のカリキュラムデザインに則ったカリ

キュラム・マップ、DP 細目をもとに、授業

間の連動、位置付けを再構築する。 

 

・DP 達成に向けたカリキュラムのアセスメン

ト方法を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「GPS アカデミック」や「学生の自己評

価」等、各部署で行う調査の設問と比較

し、変更項目を選定する。 

 

 

 

 

 

・カリキュラムデザインに関する研修会を

１回以上実施する。 

 

 

・関係各部署との意見交換を行いながら、

アセスメントに対応したシステムを構築

する。 

レイクアウトセッション」を用いてオンライン

グループ学習を実施した。「グループ学習は役に

たったか」については 91%が「サポータは適切

なアドバイスをくれた」については 66%が「非

常にそう思う」「そう思う」と回答した。サポー

ト学生は「サポートは役に立った」は「そう思う」

が 88%であった。学生は、どのような環境にお

いても ICT を利用することで、仕事・学習など

が可能であることを学習できたと思われる。 

・2018 年度後期から昨年まで実施していた授業

評価中間アンケートについて、前期はオンライ

ン授業の実施により中止とした。また、後期は

FD 委員会で協議し、オンライン授業で回答が

難しい設問については補足を加えて実施した。

授業評価アンケートの回答率は前期が 83.4％、

後期中間が 58.9％、期末が 72.1％であった。昨

年度の後期末より約 3%向上した。 

・今年度より導入した「GPS-Academic」に関す 

る研修会を 9/16 に実施し、3/10 には在学生

（全学年）の分析を行った。それを踏まえて今

後、授業評価アンケートの項目を検討する。 

・1/6・7 に開催した第 2・3 回 FD 研修会におい 

て授業間の連動、位置付けを確認し、育成した

い学生像を各学科で協議する場を設けた。 

・総合学生支援センターと連携しながら、研修内 

容や時期の設定を行った。 

る。特に ICT ツールを活用したアク

ティブラーニングについては研修内容

として取り上げる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

・授業評価アンケートの回答率は前期に

比較して、後期中間・期末が低かった

ため、中間アンケートの実施を検討す

る必要がある。 

 

 

 

 

・GPS アカデミックの設問を考慮し

て、授業評価アンケート内容を再考す

る必要がある。 

 

・総合学生支援センターと情報共有を図

り遂行する。なお、時期の設定につい

ては、事前告知時期が遅いとの意見が

あるため、次年度計画時に詳細を検討

する。 

【ＳＤ活動】 

・新入教職員に対して早い時期に本学の

「建学の精神」、「教育理念」を理解させ

る。 

 

・年度当初に SD 年次計画表を作成し計画

的に実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

・FD 担当者と打合せて実現させる 

 

 

 

・例年実施している継続するべき内容、新しく

取り入れるべき内容の意見をきき、可能な限

り意見を吸い上げる。 

 

 

 

 

 

 

・4 月の新入教職員オリエンテーション

に、学長による「建学の精神」、「教育理

念」を説明するプログラムを設ける。 

 

・FD・SD 研修会、及び SD 研修として 5

回以上開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

・学長から詳細な冊子が配付され、詳しく「建学

の精神」「教育理念」を説明することができ

た。各部署からの活動説明、各種手続きの説明

も詳しくできた。 

・ＳＤ年次計画表については大学評議会にて承認

を得た。 

FD・SD 研修会として５回、ＳＤ研修会として

１回を予定していたが、コロナウイルス感染拡

大の影響により１回中止となり、以下のとおり

の開催となった。 

・8 月 24 日にはＳＤ研修会として「大学職員の窓

口対応とクレーム処理」という題で開催し、職

 

 

 

 

 

・課題として、教職員からの意見を吸い

あげているか疑問があったが、希望を

聞くことなしに進めているのが現状あ

る。来年度に向けどのような SD 活動

を希望するか、引き続きアンケートの

実施等を考えている。 
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・教育ネットワーク中国の研修への参加者

を増やす。 

 

 

 

・他大学の SD 活動の情報を得て参考にす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・窓口担当者からの情報を、内容を考慮し総務

課と連携し派遣する職員を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部研修等で他大学の職員とつながりを作り

SD の状況を聞き取り調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新入職員向け研修は必須として参加を課

し、その他、一般職員にも、内容を考慮

し研修への参加を促す。 

（階層別研修も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2020 年度の SD 活動に反映させるよう

にする。 

・各研修の参加率を上げる。 

員に直結した事例などを得ることができた。 

・10 月 1 日：創立記念日に、全学院研修会

（FD・SD 研修会との位置づけ）を、全校部の

教職員が校部ごとに集合し学院全体で「キリス

ト教主義教育の意義」などを共有した。 

・9 月 16 日：全教職員を対象に FD・SD 研修会

として、外部から講師を招き「1 年生 GPS-

Academic 調査結果から見える本学の特徴と今

後の課題」という講演を開催した。（オンライ

ン開催） 

・12 月 18 日：外部から講師を招き「模試の結果

の共有とコロナ禍において来年度検討するこ

と」という模試から見える本学の立ち位置と来

年度への課題を共有した。（オンライン開催） 

・3 月 10 日：外部から講師を迎え（9 月 16 日

同一人物）全教教職員を対象に FD・SD 研修会

「全学年 GPS-Academic 受験結果より貴学の特

徴と今後の考察」を開催した。 

・12 月に予定していた人権に関する研修は、コ

ロナ禍のため中止となった。 

・日本私立大学連盟のオンデマンド研修に若手職

員を 2 名指名し参加をさせたほか、オンライン

セミナーに若手から課長級までの５名が参加し

た。 

・階層別研修についても、総務課が担当し、各職

員から希望をとり、希望のテーマの研修に派遣

した。 

・教育ネットワーク中国から紹介のあった、「キ

ャンパスコンソーシアム函館のオンライン研

修」、「大学コンソーシアム八王子 SD・FD フォ

ーラム」のオンライン研修にそれぞれ教員 1

名、職員 1 名が参加した。 

・他大学の SD の実施状況について聞き取りは行

っているが生かすまでには至っていない。 

・事務協議会、FD 委員会と協力し参加率が上が

るようにアナウンスをし、個別にも案内してい

るために参加率は上がっている。 

 

・参加率を上げるために、全教職員が参

加しやすい開催時間を考えることも必

要だと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部の研修への参加を募る際には、教

職員の参加意欲を上げるための対策を

考えていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今年度はコロナウイルス感染拡大の影

響を受け、オンライン開催が多かった

ために、今後の新しい研修のあり方を

他大学の例を見ながら進めて行くべき

だと感じた。 

【ＩＲ】 

・教育理念実現に向けての学習成果の可視

 

・アセスメント・ポリシーにもとづいて具体的

 

・FD 委員会、教務課が検討しているカリキ

 

・GPS-Academic 及び学内の教学データを分析し、

 

・GPS-Academic 及び学内の教学データ
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化と検証 

 

 

・ライフキャリア教育構築に向けての学習

成果の可視化と検証 

 

 

 

・学習成果を可視化するための指標（ＫＰ

Ｉ等）を設けて教育の達成度を常時モニ

ターする。 

な学習成果の評価指標を策定し、分析を実施

する。 

 

・ディプロマ・ポリシー（ぶれない個、多様

性、寛容と協働、ライフキャリア基礎力）に

関する学習成果を測定する方法について検討

する。 

 

・学習成果の評価結果を可視化し、達成度の推

移を明示する方法について検討し、実施す

る。 

・IR 機能を強化するための体制を整備する。 

 

 

ュラムマネジメントの方針と連携しなが

ら、分析の方向性を検討する。 

 

・卒業生アンケートに加えて、新入生アンケ

ートを IR 委員会が担当し、両者の関連性

について分析する。 

 

 

・カリキュラムマネジメントの方針をふま

えて可視化に向けて検討する。 

 

・IR 委員会は現在 3 名の教員と 2 名の職員

（庶務課施設・情報担当、教務課長）で構

成されているが、データ分析を担当でき

る人員が不在であるため、機動的に IR を

実施できる体制になっていない。今後、IR

の需要が高まるなかで、IR 室を設置する

等の体制の整備が望まれる。 

教育理念に対応した学習成果の達成度について

検討した。 

 

・3 月に実施した卒業生アンケートを分析し、6 月

の内部質保証委員会に報告した。4 月に新入生ア

ンケートを実施し、分析結果を各部署に報告し

た。 

 

・GPS-Academic 及び学内の教学データを分析し、

教育効果の可視化について検討した。 

 

・今年度から庶務課施設・情報担当職員 1 名が委

員会構成員として加わりデータ分析を担当する

ことで業務の効率が高まった。IR 室の設置につ

いては、引き続き検討を依頼する。 

を分析し、教育理念に対応した学習成

果についてさらに検討する。 

 

・GPS-Academic を含めて、各種データ

を総合的に分析し、ディプロマ・ポリ

シー及び「伝える力」に関する学習成

果について検討を行う。 

 

・GPS-Academic 及び学内の教学データ

を分析し、教育効果の可視化について

さらに検討する。 

・IR 室の設置について、引き続き検討

を依頼する。 

【内部質保証】 

・学習成果を可視化するための指標（ルー

ブリック評価の達成度、ＫＰＩ等）を設

けて教育の達成度を常時モニターする 

 

 

 

・自己点検・評価委員会、内部質保証委員

会、大学評議会が連携して改善策を実施

するＰＤＣＡサイクルを実質的に機能さ

せる 

 

 

・教学マネジメント体制の確立 

 

 

・学習成果を可視化するための指標（ルーブリ

ック評価の達成度）を設けて教育達成度をモ

ニターする仕組みづくりは、2019 年度から

取り組んでいる。試行錯誤の途中であるが、

2020 年度のシラバスに反映させ一旦実施す

る。 

・2018 年度から内部質保証の制度が導入さ

れ、しだいに根付いてきた。2020 年度は内

部質保証委員会を基点にして自己点検・評価

委員会、大学評議会との連携を一層高める。 

 

 

・内部質保証委員会と学務委員会が主体となっ

て教学マネジメント体制確立に向けて検討を

始める。 

 

・2020 年度に実施するルーブリック評価

の達成度の結果を分析し、課題を抽出す

る。 

 

 

 

・自己点検・評価委員会、内部質保証委員

会の事務担当が秘書広報課、大学評議会

の事務担当が庶務課と異なるため、議事

内容や議事録のさらなる情報共有を図

り、大学全体で PDCA サイクルが確実

に回るようにする。 

・専任のスタッフを置くような体制は取れ

ないが、現状のマンパワーで可能な部分

を順次改善していく。 

 

・1/6,7 実施の FD 研修の中で検討したが、内部質

保証委員会での課題の抽出までには至っていな

い。 

 

 

 

・内部質保証委員会が軸になって情報の共有を図

るよう留意している。内部質保証委員会を

6/22，10/5，2/24 に開催し、定期的な進捗管理

を行っている。 

 

 

・12/18 将来計画委員会で議論を開始した。 

 

・重い課題であるため継続して FD 研修

のテーマとして取り上げ、内部質保証

委員会でその内容を確認・課題の抽出

を行っていく必要がある。 

 

 

・内部質保証委員会規程に則り、6 月、

10 月、2 月に委員会を開催し、改善課

題と担当部署及びその進捗状況の確認

を行っている。 

 

 

・継続して検討すべき事案であることを

確認した。 

 

 


